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【単元 1】第 1章 物質のなり立ち （教科書 P.15～34） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・物質を分解する実験を通して，分解して生成した物質はもとの物質とは異なることを見いだして

理解する。また，物質は原子や分子からできていることを理解するとともに，物質を構成する原

子の種類は記号で表されることを知る。あわせて，それらの観察，実験などに関する技能を身に

つける。（知識・技能） 

・物質のなり立ちについて，見通しをもって解決する方法を立案して観察，実験などを行い，原子

や分子と関連づけてその結果を分析して解釈し，化学変化における物質の変化やその量的な関係

を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・物質のなり立ちに関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度を養うと

ともに，自然を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

化学変化を原子や分子のモデル

と関連づけながら，物質の分

解，原子・分子についての基本

的な概念や原理・法則などを理

解しているとともに，科学的に

探究するために必要な観察，実

験などに関する基本操作や記録

などの基本的な技能を身につけ

ている。 

物質のなり立ちについて，見

通しをもって解決する方法を

立案して観察，実験などを行

い，原子や分子と関連づけて

その結果を分析して解釈し，

化学変化における物質の変化

を見いだして表現しているな

ど，科学的に探究している。 

物質のなり立ちに関する事物・

現象に進んでかかわり，見通し

をもったりふり返ったりするな

ど，科学的に探究しようとして

いる。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点     

記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キ

教 
評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに

学んだことや生活経験をもとに

自分の考えを記述し，話し合

う。ポートフォリオの実施。 

第1節 ホットケーキの秘密 

・「？課題」炭酸水素ナトリウム

を加熱すると，どのような変化が

起こってホットケーキがやわらか

くなるのか。 

15～16 思  

課

キ 

今までの経験と照らし合わせ

ながら，ホットケーキのやわ

らかさの原因を調べる方法を

見いだしている。 

［発言分析・行動観察］ 

炭酸水素ナトリウムを加熱する実験を行うことが，ホ

ットケーキのやわらかさの原因をさぐることになるこ

とを，論理的に表現している。 

ホットケーキの断面がスポンジ状になるこ

とで，やわらかくなることを気づかせ，ベ

ーキングパウダーの主成分である炭酸水素

ナトリウムであることに気づくよう助言・

指導する。 

2 

【実験1】炭酸水素ナトリウムを

加熱したときの変化 

・「！課題に対する結論を表現し

よう」自分の考えをまとめ，確

認する。 

17～19 思 ○ 

人 

課 
実験結果を根拠として，ホッ

トケーキのやわらかさの原因

について，自分の考えを論理

立てて表現している。 

［行動観察・記述分析］ 

炭酸水素ナトリウムを加熱したときの変化を適切に記

録し，その実験結果を根拠として，ホットケーキのや

わらかさの原因がベーキングパウダーにあることを論

理立てて表現している。 

炭酸水素ナトリウムを加熱することで起こ

ったことをていねいに説明する。 

3 

・「調べよう」酸化銀を加熱し

て，どのような変化が起こるか

調べる。 

・化学変化と状態変化のちがいに

ついて考える。 

・「探究をふり返ろう」この節の探究

活動をふり返って，活動の適否や改

善点をふり返る。 

19～21 

知 〇 

キ 

化学変化，分解，化学変化と

状態変化のちがいについて理

解している。 

［行動観察・記述分析］ 

炭酸水素ナトリウムや酸化銀の実験結果を例に，化学

変化，分解について説明している。また，状態変化と

比較しながら，化学変化について説明している。 

炭酸水素ナトリウムと酸化銀の分解を例

に，化学変化を考えることができるよう助

言・指導する。 

態 〇 

自 

探究の過程をふり返ろうとし

ている。 

［行動観察・記述分析］ 

疑問から，疑問を解決するために実験を行い，実験結

果から，疑問に対して自分の考えを整理して述べるこ

とができたか，探究の過程をふり返ろうとしている。 

何のために実験を行ったか，得た結果か

ら，どのようなことを考えたか，探究の過

程をふり返ることができるよう助言・指導

する。 
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時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キ

教 
評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

4 

第2節 水の分解 

・水は，熱しても分解しないが，

電流を流すと気体が発生するこ

との説明を聞く。 

・「？課題」水に電流を流すと，

どのような変化が起こるのだろ

うか。 

22～

23， 

25 

知  

課 

キ 
電気分解装置の操作方法や，水

の電気分解によって生じた気体

を調べる方法を理解している。 

［発言分析・行動観察］ 

電気分解装置を正しく操作している。また，水の電気分解に

よって生じた気体を調べる方法を，自分で考え，説明してい

る。 

電源装置と電気分解装置との接続方法，電流の

流し方，発生した気体の性質の調べ方など，内

容ごとに分けてていねいに助言・指導を行う。 

5 

【実験2】水に電流を流したとき

の変化 

・実験2を行い，電極付近に発生

する気体のようすや性質を調

べ，水に電流を流したときにど

のような変化が起こるのか調べ

る。 

・「！課題に対する結論を表現し

よう」自分の考えをまとめ，確

認する。 

 

23～25 思 ○ 

キ 

 

水に電流を流したときに起こ

った変化や発生した物質が何

であるかを判断して，表現し

ている。 

［行動観察・記述分析］ 

水に電流を流したときに起こった変化や発生した物質

について，根拠をもって何であるかを判断して，表現

している。 

実験で発生した気体を確認する操作によっ

て，どのようなことがわかるのかを問いか

け，助言・指導を行う。 

6 

第3節 物質をつくっているもの 

・「？課題」どのような物質も

「小さな粒子」からできている

のだろうか。 

のモデルをもとに，実際の原子の

大きさ，質量，種類について説

明を聞く。 

・「！課題に対する結論を表現し

よう」自分の考えをまとめ，確

認する。 

26～29 

知  

課 
物質を構成しているものとそ

の性質について理解してい

る。また，元素を理解し，代

表的な元素記号を書くことが

できる。 

 [行動観察・記述分析] 

物質が粒子で構成されていることや，物質を構成する

原子の性質について説明している。また，原子の種類

が元素であることを理解し，代表的な元素記号を書く

ことができる。 

原子の性質は，電子顕微鏡の画像を見せる

など，具体例を用いて説明する。 

態  

人 

代表的な元素以外にも，ほか

の元素を知ろうとして進んで

学ぼうとしている。 

[発言分析・ペーパーテスト] 

代表的な元素を理解することで，もっとほかの元素を

知ろうとして進んで学ぼうとしている。 

元素の説明の際には，周期表を活用しなが

ら，何に使われているかなどのエピソード

を交えて，いろいろな元素を示す。 

7 

第4節 分子と化学式 

・分子について説明を聞く。 

・「？課題」分子は，原子がどの

ように結びついてできているの

だろうか。 

・「！課題に対する結論を表現し

よう」自分の考えをまとめ，確

認する。 

30～31 知  

人

課 

キ 

分子とその構成について理解

している。また，化学式とそ

の表し方を理解している。 

[発言分析・ペーパーテスト] 

分子が物質の性質を示す最小単位の粒子であること

や，原子がどのように結びついて分子を構成している

かを説明している。また，元素記号を用いて物質を表

したものが化学式であることを説明し，これまでに学

んだ物質について，化学式を用いて表している。 

原子の粒子モデルを用いて，分子の構造を

説明する。水を電気分解して，酸素と水素

ができる反応を，原子の粒子モデルを用い

て理解できるよう助言・指導を行う。 
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時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キ

教 
評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

8 

第5節 単体と化合物・物質の分

類 

・「？課題」化学式からわかるこ

とは何だろうか。 

・「！課題に対する結論を表現し

よう」自分の考えをまとめ，確

認する。 

・「Before & After」この章で学

んだことをもとに自分の考えを

記述し，話し合う。 

32～34 態  

キ 

それぞれの物質の構成を理解

し，見通しをたてて，物質を

分類しようとしている。 

［行動観察・記述分析］ 

それぞれの物質について，どのような粒子が結合して

物質を構成しているか，どのようにして存在している

かを理解し，粒子の構成のしかたを手がかりに，見通

しを立てて，物質を分類しようとしている。 

今までに学んだ物質について，元素記号と

粒子モデルを用いて，それぞれの物質がど

のように存在しているかを示す。そして，

粒子モデルから物質を分類する活動を見通

しを立てられるよう支援する。 

9 

章テストの実施 

 

ポートフォリオのまとめ 

 
知 

思 
○ 

 

章テストの点数を成績に入れ

る。 
観点別で８割取ることができているか。 

振り返りの時間を設定し、その生徒へのア

プローチを行う。 
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【単元 1】第 2章 物質どうしの化学変化 （教科書 P.35～48） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・2 種類の物質を反応させる実験を通して，反応前とは異なる物質が生成することを見いだして理解

するとともに，化学変化は原子や分子のモデルで説明できること，化合物の組成は化学式で表さ

れること，化学変化は化学反応式で表されることを理解する。あわせて，それらの観察，実験な

どに関する技能を身につける。（知識・技能） 

・化学変化について，見通しをもって解決する方法を立案して観察，実験などを行い，原子や分子

と関連づけてその結果を分析して解釈し，化学変化における物質の変化やその量的な関係を見い

だして表現する。（思考・判断・表現） 

・化学変化に関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度を養うととも

に，自然を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

化学変化を原子や分子のモデル

と関連づけながら，化学変化に

ついての基本的な概念や原理・

法則などを理解しているととも

に，科学的に探究するために必

要な観察，実験などに関する基

本操作や記録などの基本的な技

能を身につけている。 

化学変化について，見通しを

もって解決する方法を立案し

て観察，実験などを行い，原

子や分子と関連づけてその結

果を分析して解釈し，化学変

化における物質の変化を見い

だして表現しているなど，科

学的に探究している。 

化学変化に関する事物・現象に

進んでかかわり，見通しをもっ

たりふり返ったりするなど，科

学的に探究しようとしている。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キ

教 
評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学

んだことや生活経験をもとに自分

の考えを記述し，話し合う。ポー

トフォリオの実施。 

第1節 異なる物質の結びつき 

・「？課題」物質と物質とが結びつ

く化学変化とは，どのような変化

だろうか。 

35

～

37 

思  
課 

 

水素と酸素とが結びつくことを理解し，そ

の結びつき方について，自分の考えを表現

している。 

［発言分析・行動観察］ 

酸素と水素とが結びついて水ができること

を説明し，それらがどのように結びつくか

を，今までに学んだ知識を用いながら考え

て表現している。 

水素分子，酸素分子，水分子の粒子モデル

を示すなど，思考のきっかけとなるような

助言・指導を行う。 

2 

【実験 3】鉄と硫黄が結びつく変化 

・実験 3 を行い，熱した後の物質の

性質を調べて，性質がどのように

変化するのかを調べる。 

・実験結果から，鉄と硫黄を熱する

ことで，別の物質ができたといえ

るか考え，話し合う。 

38

～

39 

思 〇 
人 

キ 

硫黄と鉄が結びついてできた物質が，鉄や

硫黄と異なる物質であることを科学的に考

察して判断している。 

［行動観察・記述分析］ 

硫黄と鉄が結びついてできた物質と鉄や硫

黄との性質を比較することで，できた物質

が鉄や硫黄と異なる物質であることを科学

的に考察して判断している。 

硫黄と鉄の混合物と加熱後にできた物質

を，見た目や磁石につくかどうかなどの項

目ごとに比較したようすを表にまとめさせ

るなどして，判断できるよう支援する。 

3 

・P.40図1，図2やP.41図3を参考に

，物質どうしが結びつく化学変化

について説明を聞く。 

・「！課題に対する結論を表現しよ

う」自分の考えをまとめ，確認す

る。 

40

～

41 

知  
自

課 

物質どうしが結びつく化学変化を理解して

いる。 

［発言分析・行動観察］ 

物質どうしが結びつく化学変化について，

鉄と硫黄が結びつく実験結果や炭の燃焼な

どを例にあげ，具体的に説明している。 

鉄と硫黄の実験のほかに，炭の燃焼などの

写真を活用するなどして，いくつかの例を

示しながら，物質どうしが結びつく化学変

化について理解できるよう助言・指導を行

う。 

4 

第2節 化学変化を化学式で表す 

・「？課題」化学変化を化学式を使

って表すには，どのような決まり

があるのだろうか。 

・化学反応式についての説明を聞く

。 

42 知  課 
化学反応式について理解している。 

［発言分析・行動観察］ 

鉄と硫黄が結びつく化学変化を手がかりに

して，化学反応式が化学式を組み合わせて

化学変化を表していることを説明してい

る。 

鉄と硫黄の粒子モデルを用いて，鉄と硫黄

が結びつく反応を図示しながら，各モデル

を化学式に直し，化学反応式をつくること

ができるよう助言・指導を行う。 



6 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キ

教 
評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

5 

【実習1】化学変化のモデル 

・実習1を行い，物質の粒子モデル

を使って，化学変化を表す。 

・モデルの作成を通して，注意点を

まとめる。 

43 態  
人

キ 

いろいろな化学変化を矛盾なく説明するた

めに，自らの学びを調整しようとしてい

る。 

［発言分析・行動観察］ 

粒子モデルを用いて，いろいろな化学変化

を矛盾なく説明するために，原子の性質を

ふり返りながら，自らの学びを調整しよう

としている。 

化学変化を粒子モデルで表した後，今まで

に学習した原子の性質とひとつひとつ照ら

し合わせながら，助言・指導を行う。 

6 

・「ここがポイント」化学反応式の

つくり方についての説明を聞き，

理解する。 

・化学反応式からわかることについ

ての説明を聞く。 

・「ここがポイント」H2と 2H と

2H2とのちがいについての説明を

聞き，理解する。 

 

44

～

45 

知 ○ 自 

化学式・化学反応式にまつわる数字の意味

を理解して，正しく化学反応式をつくるこ

とができる。また，化学反応式をみて，ど

のような反応であるかを理解している。 

[ペーパ－テスト] 

H2と 2Hと 2H2とのちがいを理解したうえ

で，正しく化学反応式をつくることができ

る。また，化学反応式をみて，どのような

反応であるかを説明している。 

化学反応式をつくるためのステップをてい

ねいに設定して，粒子モデルを用いた助

言・指導を行う。 

7 

・「例題」の考え方を参考にして，

「練習」を行う。 

。 

・「！課題に対する結論を表現しよ

う」自分の考えをまとめ，確認す

る。 

・「Before & After」この章で学ん

だことをもとに自分の考えを記述

し，話し合う。 

45

～

48 

態 ○ 
人 

課 

さまざまな化学変化を化学反応式で表そう

としている。また，化学反応式から，化学

変化について考えようとしている。 

［発言分析・行動観察］ 

今までに学習した化学反応式のつくり方を

使って，さまざまな化学変化を化学反応式

で表そうとしている。また，化学反応式か

ら，化学変化について考えようとしてい

る。 

複雑な化学反応式でも，今までに学習した

化学式や化学反応式のつくり方をヒント

に，助言・指導を行う。 

8 

章テストの実施 

 

ポートフォリオのまとめ 

 
知 

思 
○ 

 

章テストの点数を成績に入れる。 観点別で８割取ることができているか。 
振り返りの時間を設定し、その生徒へのア

プローチを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



7 

【単元 1】第 3章 酸素がかかわる化学変化 （教科書 P.49～62） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・酸化や還元の実験を通して，酸化や還元は酸素が関係する反応であることを見いだして理解する

とともに，それらの観察，実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 

・化学変化について，見通しをもって解決する方法を立案して観察，実験などを行い，原子や分子

と関連づけてその結果を分析して解釈し，化学変化における物質の変化やその量的な関係を見い

だして表現する。（思考・判断・表現） 

・化学変化に関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度を養うととも

に，自然を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

化学変化を原子や分子のモデル

と関連づけながら，化学変化に

おける酸化と還元についての基

本的な概念や原理・法則などを

理解しているとともに，科学的

に探究するために必要な観察，

実験などに関する基本操作や記

録などの基本的な技能を身につ

けている。 

化学変化について，見通しを

もって解決する方法を立案し

て観察，実験などを行い，原

子や分子と関連づけてその結

果を分析して解釈し，化学変

化における物質の変化を見い

だして表現しているなど，科

学的に探究している。 

化学変化に関する事物・現象に

進んでかかわり，見通しをもっ

たりふり返ったりするなど，科

学的に探究しようとしている。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キ

教 
評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだ

ことや生活経験をもとに自分の考えを

記述し，話し合う。ポートフォリオの

実施。 

第 1 節 物が燃える変化 

・「？課題」物質が燃えるとき，どのよ

うな変化が起こっているだろうか。 

・「調べ方を考えよう」鉄を燃やしたと

きの変化を調べる方法を，何を比べる

のかに着目して考える。 

49

～

50 

思  
人

課 

鉄を燃やしたときに，どのような変化

が起こっているか調べる方法を，何を

比べるのかに注目して立案している。 

［発言分析・記述分析］ 

鉄を燃やしたときに，どのような変化が起こっ

ているかを予想し，それを確かめるために，鉄

を燃やす前後を比較して調べる方法を立案して

いる。 

スチールウールを燃やしたときに天び

んが傾いたことから，起きた変化を調

べるには，何と何を比べればよいか，

再度，考えるよう助言・指導する。 

2 

【実験 4】鉄を燃やしたときの変化 

・実験 4 を行い，スチールウールを燃や

すときに酸素が使われているか，反応

前後の物質の性質，燃やす前後での質

量の変化を調べる。 

・「解決方法を考えよう」実験 4 ステッ

プ 1 で，集気びんの中の水面が上がっ

た理由を考える。 

51

～

52 

態  
自

キ 

集気びんの中の水面が上がった理由に

ついて，自分の考えをもち，異なる考

えが出た場合，自分やほかの生徒の考

えを検討して改善しようとしている。 

［発言分析・行動観察］ 

集気びんの中の水面が上がった理由について，

自分の考えをもち，異なる考えが出た場合，話

し合いを行いながら，自分やほかの生徒の考え

を十分に検討して改善しようとしている。 

集気びんの中の水面が上がったことに

注目させ，どうして水面が上がったの

か考えるよううながす。 

3 

・酸化，酸化物，燃焼についての説明を

聞く。 

・「説明しよう」鉄や木片が燃焼したと

きに質量が変化した理由を説明する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」

自分の考えをまとめ，確認する。 

53

～

55 

知 〇 人 

酸化，酸化物，燃焼，金属以外の物質

の酸化について，理解している。 

［発言分析・ペーパーテスト］ 

酸化，酸化物，燃焼，金属以外の物質の酸化に

ついて，具体的な例をあげながら説明してい

る。 

酸化，酸化物，燃焼，金属以外の物質

の酸化についての説明を，再度，行う

など，個別に指導を行い，知識を身に

つけることができるよう支援する。 
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時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キ

教 
評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

4 

第 2 節 酸化物から酸素をとる化学変化 

・「？課題」金属の酸化物から酸素をと

って，金属のみにするには，どうすれ

ばよいだろうか。 

・「調べ方を考えよう」酸化銅から銅の

みをとり出す方法を考え，話し合う。 

56 態 ○ 
人

課 

酸化銅から銅のみをとり出す方法につ

いて考えようとしている。 

［発言分析・行動観察］ 

酸化銅から銅のみをとり出す方法について，話

し合いながらねばり強く考えようとしている。 

これまでの学習内容を想起させ，酸化

銅から酸素をうばえそうな物質はない

か，考えるよう助言・指導する。 

5 

【実験 5】酸化銅から酸素をとる化学変

化 

・実験 5 を行い，加熱後に残った物質の

性質を調べ，どのような変化が起きて

いるのかを考える。 

・「考察しよう」物質の粒子モデルを活

用しながら，実験 5 の結果について考

える。 

57

～

58 

思 ○ 
自 

キ 

酸化物から酸素をとる化学変化につい

て，粒子モデルを用いて表現してい

る。 

[記述分析] 

実験結果をもとに，炭素が酸化銅から酸素をう

ばい，二酸化炭素が発生して銅ができることに

ついて，粒子モデルを用いて表現している。 

実験結果から，反応した物質，できた

物質はそれぞれ何かを考え，粒子モデ

ルで表すよううながす。 

6 

・水素にも酸化物から酸素をうばうはた

らきがあることについての説明を聞

く。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」

自分の考えをまとめ，確認する。 

・「Before & After」この章で学んだこ

とをもとに自分の考えを記述し，話し

合う。 

59

～

62 

知  課 

酸化銅と水素の化学変化ではどのよう

になるか，理解している。 

［発言分析・ペーパーテスト］ 

酸化銅と水素の化学変化について，水素が酸化

銅から酸素をうばい，水が発生して銅ができる

ことを粒子モデルを用いて説明している。 

酸化銅と炭素の化学変化と比較して説

明を，再度，行うなど，個別に指導を

行い，知識を身につけることができる

よう支援する。 

7 

章テストの実施 

 

ポートフォリオのまとめ 

 
知 

思 
○ 

 

章テストの点数を成績に入れる。 観点別で８割取ることができているか。 
振り返りの時間を設定し、その生徒へ

のアプローチを行う。 
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【単元 1】第 4章 化学変化と物質の質量 （教科書 P.63～72） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・化学変化の前後における物質の質量を測定する実験を通して，反応物の質量の総和と生成物の質

量の総和が等しいことを見いだして理解する。また，化学変化に関係する物質の質量を測定する

実験を通して，反応する物質の質量の間には一定の関係があることを見いだして理解する。あわ

せて，それらの観察，実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 

・化学変化と物質の質量について，見通しをもって解決する方法を立案して観察，実験などを行

い，原子や分子と関連づけてその結果を分析して解釈し，化学変化における物質の変化やその量

的な関係を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・化学変化と物質の質量に関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度を

養うとともに，自然を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

化学変化を原子や分子のモデル

と関連づけながら，化学変化と

質量の保存，質量変化の規則性

についての基本的な概念や原

理・法則などを理解していると

ともに，科学的に探究するため

に必要な観察，実験などに関す

る基本操作や記録などの基本的

な技能を身につけている。 

化学変化と物質の質量につい

て，見通しをもって解決する

方法を立案して観察，実験な

どを行い，原子や分子と関連

づけてその結果を分析して解

釈し，化学変化における物質

の変化やその量的な関係を見

いだして表現しているなど，

科学的に探究している。 

化学変化と物質の質量に関する

事物・現象に進んでかかわり，

見通しをもったりふり返ったり

するなど，科学的に探究しよう

としている。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キ

教 
評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだこと

や生活経験をもとに自分の考えを記述し，

話し合う。ポートフォリオの実施。 

第1節 化学変化と質量の変化 

・「？課題」化学変化が起こる前と後では，

物質全体の質量はどうなるだろうか。 

63

～

64 

思  

課 

化学変化によって質量はど

のように変化するかを予想

することができる。 

［発言分析・記述分析］ 

化学変化によって質量はどのように変化

するか，原子・分子のモデルを用いて根

拠を示しながら自分の考えを表現してい

る。 

閉じこめられたフラスコ内で鉄を燃やした実験を

もとに，質量がどう変化するか考えるよう助言・

指導する。 

2 

【実験 6】化学変化の前と後の質量の変化 

・実験 6 を行い，化学変化が起こるとき，反

応の前と後では，全体の質量がどうなるか

を調べる。 

64

～

65 

思 〇 

キ 化学変化が起こるとき，反

応の前と後では，物質全体

の質量が変わらないことを

見いだして表現している。 

［発言分析・記述分析］ 

実験結果を原子や分子と関連づけて分析

して解釈し，化学変化が起こるとき，反

応の前と後では，物質全体の質量が変わ

らないことを見いだして表現している。 

反応の前と後の物質全体の質量を比較し，どうな

っているか考えるよう助言・指導する。 

3 

・実験 6 の化学変化と，閉鎖系では反応の前

後で物質全体の質量に変化がないことの説

明を聞く。 

・質量保存の法則から，化学変化の前後で

は，反応に関係する物質の原子の種類と数

に変化がないことについての説明を聞く。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の

考えをまとめ，確認する。 

 

66

～

67 

知 〇 

自 

化学変化によって物質全体

の質量が変わらないことに

ついて，理解している。 

［発言分析・ペーパーテス

ト］ 

化学変化の前と後では，反応に関係する

物質の原子の種類と数に変化がないこと

から，化学変化によって，物質全体の質

量が変わらないことについて，説明して

いる。 

実験 6 の結果を再確認して質量が変化してないこ

とを確かめるなど，個別に指導を行い，知識を身

につけることができるよう支援する。 
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時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キ

教 
評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

4 

第 2 節 物質と物質が結びつくときの物質の

割合 

・「？課題」２種類の物質が結びつくとき，

それぞれの物質の質量には，どのような関

係があるのだろうか。 

【実験 7】金属を熱したときの質量の変化 

・実験 7 を行い，反応する金属の質量と結び

つく酸素の質量との間にどのような関係が

あるかを見いだす。 

68

～

69 

思 ○ 

課 

反応する金属の質量と結び

つく酸素の質量の関係を見

いだして表現している。 

［発言分析・記述分析］ 

実験結果を具体的に示しながら，反応す

る金属の質量と結びつく酸素の質量の関

係を量的に見いだして表現している。 

反応する金属の質量と結びつく酸素の質量の関係

をグラフに示し，そこからどのような関係がある

か，再度，考えるよう助言・指導する。 

5 

・実験結果や P.70 図 1 から，ある質量の金

属と結びつく酸素の質量に限度があること

を確認する。 

・「データを読みとろう」実験結果の表か

ら，金属の質量と，できた酸化物の質量や

結びつく酸素の質量との間には，何か決ま

りがあるか考え，話し合う。 

70 態 ○ 

キ 

金属の質量と，できた酸化

物の質量や結びつく酸素の

質量との間の関係について

考えようとしている。 

［発言分析・行動観察］ 

金属の質量と，できた酸化物の質量や結

びつく酸素の質量との間の関係につい

て，話し合いながらねばり強く考えよう

としている。 

金属の質量と，できた酸化物の質量や結びつく酸

素の質量とのグラフを示し，どのような関係があ

るか，考えるよう助言・指導する。 

6 

・物質と物質が結びつくときの物質の割合に

ついての説明を聞く。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分

の考えをまとめ，確認する。 

・「Before & After」この章で学んだことを

もとに自分の考えを記述し，話し合う。 

71

～

72 

知  

自 物質と物質が結びつくと

き，それぞれの物質が一定

の割合で結びつくことにつ

いて，理解している。 

［発言分析・ペーパーテス

ト］ 

物質と物質が結びつくとき，それぞれの

物質が一定の割合で結びつくことについ

て，銅と酸素，マグネシウムと酸素など

の具体的な例をあげて説明している。 

実験結果を示しながら，物質と物質が結びつくと

き，それぞれの物質が一定の割合で結びつくこと

について，説明をもう一度行うなど，個別に指導

を行い，知識を身につけることができるよう支援

する。 

7 

章テストの実施 

 

ポートフォリオのまとめ 

 
知 

思 
○ 

 
章テストの点数を成績に入

れる。 
観点別で８割取ることができているか。 

振り返りの時間を設定し、その生徒へのアプロー

チを行う。 
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【単元 1】第 5章 化学変化とその利用 （教科書 P.73～79） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・化学変化によって熱をとり出す実験を通して，化学変化には熱の出入りがともなうことを見いだ

して理解するとともに，それらの観察，実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 

・化学変化について，見通しをもって解決する方法を立案して観察，実験などを行い，原子や分子

と関連づけてその結果を分析して解釈し，化学変化における物質の変化やその量的な関係を見い

だして表現する。（思考・判断・表現） 

・化学変化に関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度を養うととも

に，自然を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

化学変化を原子や分子のモデル

と関連づけながら，化学変化と

熱についての基本的な概念や原

理・法則などを理解していると

ともに，科学的に探究するため

に必要な観察，実験などに関す

る基本操作や記録などの基本的

な技能を身につけている。 

化学変化について，見通しを

もって解決する方法を立案し

て観察，実験などを行い，原

子や分子と関連づけてその結

果を分析して解釈し，化学変

化における物質の変化を見い

だして表現しているなど，科

学的に探究している。 

化学変化に関する事物・現象に

進んでかかわり，見通しをもっ

たりふり返ったりするなど，科

学的に探究しようとしている。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キ

教 
評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生

活経験をもとに自分の考えを記述し，発表す

る。ポートフォリオの実施。 

第 1 節 化学変化と熱 

・「？課題」どのような化学変化でも，外部に熱

を放出するだろうか。 

73～

74 
態  人 

燃焼以外の化学変化で熱が発生するか

どうか考えようとしている。 

［発言分析・行動観察］ 

燃焼以外の化学変化で熱が発生する

か，話し合いながらねばり強く考えよ

うとしている。 

これまでの学習内容から，燃焼以外の

化学変化を想起させ，熱が発生してい

るか，考えるよう助言・指導する。 

2 

【実験 8】化学変化による温度変化 

・実験 8 を行い，化学変化と熱の関係を調べる。 75 思 〇 
課

キ 

化学変化には熱の出入りがともなうこ

とを見いだして表現している。 

［記述分析］ 

実験結果をもとに，化学変化には熱の

出入りがともなうことを見いだして適

切に表現している。 

実験で化学変化によって温度が変わっ

たことから熱がどのようになったかを

考えるよううながす。 

3 

・実験結果から，化学変化では温度が上がる場合

と温度が下がる場合があることを見いだす。 

 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考

えをまとめ，確認する。 

76～

77 
知 〇 自 

熱を発生する化学変化について理解し

ている。 

［行動観察・記述分析］ 

熱を発生する化学変化について，鉄と

硫黄の反応などの具体例をあげなが

ら，説明している。 

発熱反応，吸熱反応，化学エネルギー

についての説明を，再度，行うなど，

個別に指導を行い，知識を身につける

ことができるよう支援する。 

4 

特設ページ 私たちのくらしと化学変化 

・「学んだことをつなげよう」各節で学んだこと

を確認して，考えたことをノートに記述し，話

し合う。 

・「Before & After」この章で学んだことをもと

に自分の考えを記述し，話し合う。 

78~79 態 ○ 人 

化学変化が日常生活に役立っている例

を，関心をもって調べ，紹介文をカー

ドやポスターにまとめようとしてい

る。 

［行動観察・記述分析］ 

化学変化が日常生活に役立っている例

を，関心をもってねばり強く調べ，複

数の紹介文をカードやポスターにまと

めようとしている。 

化学変化が日常生活に役立っている例

を一つ紹介し，興味をもたせることに

よって主体的に学習にとり組めるよう

支援する。 

5 

単元１のまとめを行い、学習を振り返る。 

単元テストの実施。ポートフォリオのまとめ。 15～

79 
態 ○ 自 

これまでの学習を理解し、進んで学ぼ

うとしている 

［行動観察・記述分析］ 

物質のなり立ちに関する事物・現象に

進んでかかわり，科学的に探究しよう

とする態度を養うとともに，自然を総

合的に見ることができている。 

今まで行ってきた学習の振り返りを行

い、理解度を確認し学習内容が定着し

ていない所を指導・助言する。 
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【単元 2】第 1章 生物と細胞 （教科書 P.91～108） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・生物のからだのつくりとはたらきとの関係に着目しながら，生物と細胞について理解するととも

に，それらの観察，実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 

・生物と細胞について，見通しをもって解決する方法を立案して観察，実験などを行い，その結果

を分析して解釈し，生物のからだのつくりとはたらきについての規則性や関係性を見いだして表

現する。（思考・判断・表現） 

・生物と細胞に関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度と，生命を尊

重し，自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに，自然を総合的に見ることができるように

する。（主体的に学習に取り組む態度） 

生物のからだのつくりとはたら

きとの関係に着目しながら，生

物と細胞についての基本的な概

念や原理・法則などを理解して

いるとともに，科学的に探究す

るために必要な観察，実験など

に関する基本操作や記録などの

基本的な技能を身につけてい

る。 

生物と細胞について，見通し

をもって解決する方法を立案

して観察，実験などを行い，

その結果を分析して解釈し，

生物のからだのつくりとはた

らきについての規則性や関係

性を見いだして表現している

など，科学的に探究してい

る。 

生物と細胞に関する事物・現象

に進んでかかわり，見通しをも

ったりふり返ったりするなど，

科学的に探究しようとしてい

る。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キ

教 
評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験

をもとに自分の考えを記述し，話し合う。ポートフ

ォリオの実施。 

第 1 節 水中の小さな生物 

・「？課題」小さな生物はどのような外形や，大きさ

なのだろうか。 

【観察 1】水中の小さな生物の観察 

・観察 1 を行い，水中の小さな生物について調べる。 

91～93 知 ◯ 

人

キ 水中の小さな生物を顕微鏡で観察する

ための技能を身につけている。また，

大きさを知るための基準となるものを

設定し，生物のスケッチとあわせて正

しく記録している。 

［行動観察・記述分析］ 

顕微鏡を用いて観察した生物

の特徴を適切に表現してい

る。とくに，大きさを知る手

がかりとして用いたつり糸な

どを基準として，大きさの比

較ができるような記録を残し

ている。 

顕微鏡の正しい使い方を指導する

とともにうまく観察できた場合，

どのようなものが見えるのかを示

す。大きさを知るためには，基準

となるものが必要であることを，

倍率が変わると見え方が変わるこ

ととあわせて助言・指導する。 

2 

・前時の結果について，どのような生物が観察できた

かについて話し合う。またその際，それぞれの大き

さなどの特徴について確認する。 

・P.95 図 2 を参考にして，観察できたものを，大きさ

をもとにして分類する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えを

まとめ，確認する。 

94〜95 思 〇 

課 
前時に行った観察結果を整理し，大き

さのちがいについてまとめている。ま

た，それぞれの生物の特徴についても

まとめ，これらをもとに分類を行い，

その結果を図などを用いて表現してい

る。 

［発言分析・記述分析］ 

前時に行った観察結果の記録

をもとにして，それぞれの生

物の特徴を見いだし，適切な

言葉を使って表現している。

また，それらを表現する過程

で，話し合いを通して，適切

な方法を考えて表現してい

る。 

前時のスケッチなどが不十分な場

合は，その特徴を思い出させ，生

徒間の話し合いを通じて，同じ生

物を観察した者がいないかを確認

するよう指導する。また，大きさ

の比較を考える際には，倍率と見

え方のちがいについて助言・指導

する。 

3 

第 2 節 植物の細胞 

・「？課題」植物のからだを，顕微鏡を使って調べる

と，どのような特徴が見えるだろうか。 

【観察 2】植物のからだの顕微鏡観察 

・観察 2 を行い，植物のからだのつくりを顕微鏡で観

察し，スケッチする。 

・植物のからだのつくりの共通点について話し合い，

まとめる。 

96〜97 知  

課

キ 

植物を顕微鏡で観察するために必要な

操作の意味を理解し，その技能を身に

つけている。また，観察できたものを

正しくスケッチしている。 

［行動観察・記述分析］ 

プレパラートを作成し，それ

ぞれの特徴がわかりやすい部

分（例えば，サンプルの重な

りがない部分）を選び，観察

している。また，染色液の有

無による，見え方のちがいを

適切に表現している。 

プレパラートの作成がうまくいか

ない生徒については，書画カメラ

などを用いて，手元をわかりやす

く演示するなどして，安全に作業

が行えるよう助言・指導する。視

野の中で，試料が見つからない生

徒には，顕微鏡の倍率のちがいに

よる見え方のちがいがわかるよう

な写真や映像を示しながら指導す

る。 
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時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キ

教 
評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

4 

・P.99 図 2～図 4 をもとに，植物のからだが細胞から

できていることの説明を聞く。 

・P.99 図 5 をもとに，植物の細胞の基本的なつくりを

確認する。核，細胞膜，細胞壁，葉緑体，液胞など

に関する説明を聞く。 

・葉の表皮や中に見られるさまざまな細胞の形を確認

する。 

・気孔，孔辺細胞に関する説明を聞く。葉の表に近い

方と裏に近い方の細胞のちがい，葉脈についての説

明を聞く。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えを

まとめ，表現する。 

98～99 思 〇 

自 

前時に行ったいくつかの観察結果をも

とにして，それぞれの特徴を，言葉や

図を用いてまとめ，さまざまな植物細

胞に見られる共通点を表現している。 

［発言分析・記述分析］ 

いくつかの試料を観察した記

録として，大きさなど細胞の

特徴について，また，酢酸カ

ーミンなどの染色液を用いる

と核が見やすくなること，核

がいろいろなサンプルで確認

できることをスケッチや文章

で適切に表現している。 

それぞれの試料で観察したものの

何が細胞なのかを理解できていな

い場合，教科書などの写真を見せ

ながら，スケッチの内容を確認

し，細胞の見え方について助言・

指導する。共通の構造としての核

を見つけることができなかった場

合，染色方法など，実験手順につ

いて再度確認するよう助言・指導

する。 

5 

第 3 節 動物の細胞 

・「？課題」動物と植物の細胞には，どのような共通

点と相違点があるだろうか。 

【観察 3 】動物の細胞の観察 

・観察 3 を行い，動物の細胞を観察し，スケッチを行

う。 

・植物の細胞と動物の細胞の共通点と相違点について

考える。 

100〜

101 
知 〇 

自

キ 
 

植物を顕微鏡で観察した際の実験操作

をもとに，動物の細胞を観察するため

に必要な操作の意味を理解し，その技

能を身につけている。また，観察でき

たものを正しく記録している。 

［行動観察・記述分析］ 

正しくプレパラートを作成

し，植物に比べて小さい動物

の細胞を見つけてスケッチし

ている。また，染色液の有無

による見え方のちがいや，大

きさなど植物細胞とのちがい

を適切に記録している。 

ほおの内側の細胞の観察は，実験

操作自体は植物のときよりも簡単

だが，作成したプレパラートうえ

で，細胞を見つけることが難しい

ため，倍率による見え方のちがい

などを，巡回しながら助言・指導

する。 

6 

・観察結果および P.102 図 1 を参考にして，染色の有

無によって，細胞の見え方にどのようなちがいがあ

ったかを確認する。 

・動物細胞のつくりの共通点，細胞質に関する説明を

聞く。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えを

まとめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

102〜

103 
思 〇 

人

自 

観察結果をもとに，動物細胞の特徴を

まとめ，細胞内に核が存在することな

どについて，細胞としての共通点を，

植物の細胞と比較しながら表現してい

る。また，大きさや形など，植物細胞

との相違点をまとめている。 

［発言分析・記述分析］ 

細胞の大きさなどの特徴をス

ケッチや文章で適切に表現し

ている。また，核などの細胞

に共通に見られる構造につい

て表現している。さらに，図

や表などを用いて，動物細胞

と植物細胞のちがいを，わか

りやすくまとめている。 

ここで観察した動物細胞は，植物

に比べて小さく見つけにくいた

め，教科書 P.102 図 1 のような像

が，どれぐらいの倍率で観察でき

るかについて助言・指導する。植

物の観察により得た細胞のイメー

ジをもとに観察をはじめた生徒

は，その先入観で動物の細胞を見

つけられなくなることがあるた

め，適宜見え方に関する助言・指

導する。 

7 

第 4 節 生物のからだと細胞 

・ここまでに観察した細胞について，大きさなどのち

がいについてふり返る。また，それぞれの細胞の共

通点と相違点について話し合う。 

・単細胞生物と多細胞生物がいることを理解する。 

・「？課題」単細胞生物と多細胞生物の細胞には，そ

れぞれどのような特徴があるだろうか。 

・P.105図 2をもとに，単細胞生物の細胞に関する説明

を聞く。 

・P.106図 1をもとに，多細胞生物のからだにおける，

組織，器官に関する説明を聞く。 

104〜

106 
知  

課 

これまでの学習をもとに，単細胞生物

の特徴（例「泳ぐ」）が細胞のつくり

（例「細かい毛のようなつくり」）と

深く関係していることについてまとめ

ている。また，多細胞生物における組

織と器官について説明している。 

［発言分析・記述分析］ 

水中の小さな生物の観察をふ

り返り，単細胞生物にもさま

ざまな特徴があり，これらが

細胞のつくりと関係している

ことを説明している。植物・

動物の細胞の観察をふり返

り，多細胞生物の組織と器官

の関係について説明してい

る。 

「水中の小さな生物＝単細胞生

物」だと生徒が思いこんでいる場

合があるので，ミジンコなどの多

細胞生物の例を示す。単細胞生物

と多細胞生物のちがいは，単に細

胞数だけではないことについて助

言・指導する。 
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時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キ

教 
評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

8 

・P.106図 2をもとに，単細胞生物の細胞と多細胞生物

の細胞の共通点と相違点について説明を聞く。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えを

まとめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分

の考えを記述し，話し合う。 

106～

108 

思  

キ 
単細胞生物と多細胞生物を比較し，多

細胞生物では細胞の役割分担が見られ

ることを見いだしている。また，多細

胞生物のからだの大きさと細胞の数の

ちがいについて説明している。 

［発言分析・記述分析］ 

多細胞生物に見られる，細胞

の役割分担について，例をあ

げて説明している。また，単

細胞生物の1つの細胞中に存在

するさまざまな構造について

例をあげて説明している。 

P.107図 3などを用いて，細胞の大

きさについて確認させ，単細胞生

物のつくりと，多細胞生物の器官

（組織）が細胞からできているこ

とについて助言・指導する。 

態 〇 

自 

ここまでの観察をふり返り，ほかの生

徒との話し合いを通じて理解を深め，

「多様な生物の間に見られる共通点に

ついて説明してみよう。」という問い

かけについて，学習前後をふり返り，

自己の成長や変容を表現しようとして

いる。 

［発言分析・記述分析］ 

章全体をふり返り，生物のか

らだが細胞からできているこ

とについて，多様な生物の例

について調べ，自身の理解の

深まりを自覚している。 

ヒトのからだや身近な植物などが

細胞からできていることを例に話

し合いをうながし，興味を深める

きっかけとなるように助言・指導

する。 

9 

章テストの実施 

 

ポートフォリオのまとめ 
 

知 

思 
○ 

 

章テストの点数を成績に入れる。 
観点別で８割取ることができ

ているか。 

振り返りの時間を設定し、その生

徒へのアプローチを行う。 
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【単元 2】第 2章 植物のからだのつくりとはたらき （教科書 P.109～128） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・植物のからだのつくりとはたらきとの関係に着目しながら，葉・茎・根のつくりとはたらきにつ

いて理解するとともに，それらの観察，実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 

・植物のからだのつくりとはたらきについて，見通しをもって解決する方法を立案して観察，実験

などを行い，その結果を分析して解釈し，植物のからだのつくりとはたらきについての規則性や

関係性を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・植物のからだのつくりとはたらきに関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようと

する態度と，生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに，自然を総合的に見

ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

植物のからだのつくりとはたら

きとの関係に着目しながら，

葉・茎・根の つくりとはたらき

についての基本的な概念や原

理・法則などを理解していると

ともに，科学的に探究するため

に必要な観察，実験などに関す

る基本操作や記録などの基本的

な技能を身につけている。 

植物のからだのつくりとはた

らきについて，見通しをもっ

て解決する方法を立案して観

察，実験などを行い，その結

果を分析して解釈し，植物の

からだのつくりとはたらきに

ついての規則性や関係性を見

いだして表現しているなど，

科学的に探究している。 

植物のからだのつくりとはたら

きに関する事物・現象に進んで

かかわり，見通しをもったりふ

り返ったりするなど，科学的に

探究しようとしている。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キ

教 
評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験

をもとに自分の考えを記述し，話し合う。ポートフ

ォリオの実施。 

第 1 節 葉と光合成 

・P.110の写真などから，小学校の学習を想起し，植物

の葉に光が当たるとデンプンがつくられること，光

合成は葉の緑色の部分で行われていることを確認す

る。 

109～

110 
思  

課 

葉に光を当てた場合と当てていない

場合のデンプンの生成について，ヨ

ウ素液の反応をふまえて自分の考え

をまとめて表現している。 

［行動観察・記述分析］ 

 

葉に光を当てたものはヨウ素液が反

応していることからデンプンがつく

られており，光が当たっていないも

のはヨウ素液が反応していないの

で，デンプンはつくられていないこ

とを関連づけて表現している。 

ヨウ素液はデンプンがあると青紫色

に変化し，デンプンがないと変化を

しないことを確認し，生徒が思考で

きるよう助言・指導する。 

2 

・「？課題」光合成は葉の細胞の中のどこで行われて

いるのだろうか。 

・「課題に対する自分の考えは？」葉の細胞のどの部

分で光合成が行われているのか考える。 

【実験 1】葉の細胞の中で光合成が行われている部分 

・実験 1 を行い，光を当てたものと当てていないオオ

カナダモを用意し，脱色してヨウ素液をたらして，

細胞のようすを比較して，光合成が行われた場所を

調べる。 

・葉のどの部分で光合成が行われたか考察する。 

110～

111 
態  

キ 

葉の細胞の中で光合成が行われてい

る部分についての実験に進んでかか

わり，ほかの生徒と協力しながら，

ねばり強く課題を解決しようとして

いる。 

[発言分析・行動観察] 

顕微鏡で観察を行い，光を当てた葉

と光を当てていない葉を比較して，

その結果のちがいを確認し，課題に

対する自分の考えがどう変わったか

ふり返ろうとしている。 

ヨウ素液で染まった細胞を顕微鏡で

観察することは難しいので，顕微鏡

の使い方について助言・指導する。

葉の比較をする際に，黒っぽい粒

（デンプンがある場所）をさがすよ

うに伝え，生徒が実験にかかわりや

すいよう助言・指導する。 

3 

・前時の実験結果を整理し，葉の細胞にある葉緑体で

光合成が行われていることを説明する 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えを

まとめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

112 ～

113 
思 〇 

人 

自 
葉の細胞の中で光合成が行われてい

る部分の実験結果をもとに，自らの

考えを文章としてまとめて表現して

いる。 

［行動観察・記述分析］ 

実験結果をもとにして，葉の細胞の

葉緑体で光合成が行われていること

について，自分の考えを論理的にま

とめて表現している。 

実験結果を比較し，葉に光が当たる

と緑色の部分がヨウ素デンプン反応

で黒っぽく変色していること，そこ

にデンプンができていることを説明

し，生徒が思考できるよう助言・指

導する。 
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時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キ

教 
評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

4 

第 2 節 光合成に必要なもの 

・「？課題」光合成でデンプンがつくられるときに，

何が材料になるのだろうか。 

【実験 2】光合成と二酸化炭素の関係 

・実験 2 を行い，光合成と二酸化炭素の関係を調べ

る。 

・「考察しよう」結果の表を作成・比較し，二酸化炭

素が光合成によって使われたことを考察する。 

114～

117 
思 〇 

課 

キ 

光合成と二酸化炭素の関係の実験結

果を正しく記録し，結果の表を用い

て考察している。 

［発言分析・記述分析］ 

光の有無，植物の有無などそれぞれ

の条件での結果を表にまとめて記録

している。また，対照実験について

理解し，結果を適切に考察してい

る。 

実験の条件の確認を行い，光の有

無，植物の有無についての表をつく

り，その表に結果をまとめるよう助

言・指導する。 

5 

第 3 節 植物と呼吸 

・植物はいつ呼吸や光合成を行っているのか，P.118図

1 の実験を通して理解する。 

・「？課題」植物はいつ呼吸や光合成を行っているの

だろうか。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えを

まとめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

118～

119 
思  

人 

植物が呼吸をしていることを確認

し，光合成や呼吸がいつ行われてい

るか，自らの考えを文章にまとめて

表現している。 

［発言分析・記述分析］ 

昼には呼吸と光合成が，夜には呼吸

が行われていることについて，自分

で考えて文章に適切にまとめてい

る。 

昼間は見かけ上，二酸化炭素が放出

されないという点の理解が難しいの

で，具体的な数値を出して，生徒が

理解できるよう助言・指導する。 

6 

第 4 節 植物と水 

・植物の蒸散について理解する。 

【実験 3】吸水と蒸散の関係 

・「調べ方を考えよう」使用できるものを使って，ど

のような実験をすると仮説を説明できるのか実験計

画を立てる。 

120～

121 
思 〇 

キ 

吸水と蒸散の関係を調べる実験で，

自分たちの仮説を立て，その仮説の

設定理由を科学的に考えている。 

［発言分析・記述分析］ 

グループで話し合い，自分たちの仮

説を立てている。また，その仮説を

立てた理由について説明している。 

葉の表や裏，茎など，具体的な部位

を例に出して，その部分の蒸散をお

さえたとき，吸水がどのようになる

かを問いかけて，生徒が思考できる

よう助言・指導する。 

7 

・蒸散と吸水の関係を調べるため，自分たちが考えた

仮説を前時の実験計画にもとづいて実験を行う。 
121～

122 
態  

キ

人 

吸水と蒸散の関係の実験について，

自分たちの考えた方法をもとにして

実験に対してねばり強くとり組もう

としている。 

［行動観察・発言分析］ 

自分たちで考えた実験方法で実験が

うまくいくようにねばり強く実験に

とり組むことができる。 

自分たちで考えた仮説，実験方法で

はうまくいかない場合は，後でその

ふり返りをすることが大切であるこ

とを伝え，実験をやりきるよう助

言・指導する。 

8 

・「解決方法を考えよう」実験結果を整理し，仮説が

正しかったかどうかを考察し，実験の改善点につい

てグループごとに話し合う。 

・蒸散のしくみについて理解する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えを

まとめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

122～

123 

知  

課 
吸水と蒸散の関係の実験結果をふま

えて，葉で蒸散が生じることで吸水

が生じることを理解している。 

［発言分析・記述分析］ 

自分の考えをまとめ，葉が蒸散をす

ることで吸水が生じることを理解し

ている。 

吸水が先か蒸散が先かがわかりにく

いことをふまえて，吸水と蒸散の実

験では，吸水は制御できないが，蒸

散を制御することで吸水量にちがい

が出ることを助言する。 

思 〇 

人 実験結果を整理し，仮説や方法など

を検証し，実験の妥当性について考

えている。 

［発言分析・記述分析］ 

自分たちの立てた仮説や実験計画に

ついて，話し合いを通してふり返

り，仮説や計画が正しかったかを論

理的に説明している。 

どのような対照実験を行ったかを確

認させ，行った実験の妥当性を検証

するよう助言・指導する。 

9 

第 5 節 水の通り道 

【観察 4】水の通り道 

・植物の根の表面のつくりと，色水を吸わせた葉と茎

の断面の観察を行い，吸水された水が茎のどこを通

るのかを調べる。 

124～

125 
思 〇 

キ 
水の通り道の実験において，結果を

正しく記録し，吸水された水が葉や

茎のどこを通るのか考察する。 

［行動分析・記述分析］ 

葉や茎をスケッチして，色水が通っ

たところを正しく記録し，吸水され

た水が葉や茎のどこを通っているか

説明している。 

なぜ色水を使用したのかを確認さ

せ，色水が通ったところを正確にか

くよう助言・指導する。 

10 

・観察で見られた根の細かいつくりや根毛が，根の表

面積を広げ，効率よく水や水にとけた肥料分をとり

こんでいることを理解する。 

126～

128 
態 〇 

人 葉や茎の水の通り道について，探究

した過程をふり返ろうとしている。 

［行動観察・記述分析］ 

葉や茎の水の通り道について，実験

結果を参考にして，以前に学んだ葉

や茎の構造についてふり返りながら

前時でとり組んだ実験結果を明示

し，水がどこを通るのか，学習内容

をふり返り，自らの考えをまとめる
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時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キ

教 
評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

・維管束のはたらきを理解する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えを

まとめ，確認する。 

自分の考えをまとめている。 よう助言・指導する。 

11 

章テストの実施 

 

ポートフォリオのまとめ 
 

知 

思 
○ 

 

章テストの点数を成績に入れる。 
観点別で８割取ることができている

か。 

振り返りの時間を設定し、その生徒

へのアプローチを行う。 

 

【単元 2】第 3章 動物のからだのつくりとはたらき （教科書 P.129～148） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・動物のからだのつくりとはたらきとの関係に着目しながら，動物が生命を維持するはたらきにつ

いて理解するとともに，それらの観察，実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 

・動物が生命を維持するはたらきについて，見通しをもって解決する方法を立案して観察，実験な

どを行い，その結果を分析して解釈し，動物のからだのつくりとはたらきについての規則性や関

係性を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・生命を維持するはたらきに関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度

と，生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに，自然を総合的に見ることが

できるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

動物のからだのつくりとはたら

きとの関係に着目しながら，動

物が生命を維持するはたらきに

ついての基本的な概念や原理・

法則などを理解しているととも

に，科学的に探究するために必

要な観察，実験などに関する基

本操作や記録などの基本的な技

能を身につけている。 

動物が生命を維持するはたら

きについて，見通しをもって

解決する方法を立案して観

察，実験などを行い，その結

果を分析して解釈し， 動物の

体のつくりとはたらきについ

ての規則性や関係性を見いだ

して表現しているなど，科学

的に探究している。 

動物が生命を維持するはたらき

に関する事物・現象に進んでか

かわり，見通しをもったりふり

返ったりするなど，科学的に探

究しようとしている。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キ

教 
評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経

験をもとに自分の考えを記述し，話し合う。ポート

フォリオの実施。 

第 1 節 消化のしくみ 

・「レッツ スタート！」P.130 図 1 を参考にして，ヒ

トをふくめた動物が何を食べているかなどについて

話し合う。 

・植物とは異なり，動物が食べることによってエネル

ギーのもととなる養分を得ていることについて確認

する。 

・「？課題」食物は，消化される過程で，どのように

変化していくのだろうか。 

・だ液が作用するとデンプンが糖（麦芽糖）に変化す

ることについての説明を聞く。 

・「調べ方を考えよう」だ液により消化が起こること

を確認するには，どのような実験をしたらよいかを

話し合う。 

・ヨウ素液，ベネジクト液について，それぞれの性質

129～132 思  

人 

食物に関して気づいたことや疑問

に思ったことから，消化について

の問題（食物の変化）を見いだし

ている。デンプンが消化によって

糖（麦芽糖）に変化することを確

かめる実験方法について話し合

い，表現している。 

［発言分析・行動観察］ 

食物に関する知識や経験から，消

化に関する課題を見いだそうとし

ている。特に，消化が食物を吸収

されやすい養分に変化させること

を確かめる実験について，ヨウ素

液やベネジクト液を使う意味を理

解し，実験方法や手順を適切にま

とめている。 

消化に対して興味をもたせるため

に，食物の種類や，それらがからだ

の中でどのように変化していくかに

ついて，話し合いをうながす。色の

変化によって，物質の有無（量）を

調べる方法についての理解を深める

ため，さまざまな濃度のデンプン液

をつくり，これにヨウ素液を加えさ

せるなどの実験を演示する。 
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時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キ

教 
評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

（色の変化）などについての説明を聞く。 

・P.132 図 1〜図 4 を参考にして，実験の方法につい

て話し合い，その結果を発表する。 

2 

・だ液のはたらきを調べる実験方法に関する説明を聞

く。だ液の採取方法や対照実験について確認する。 

・だ液のはたらきを調べる実験方法の具体的な手順な

どについて話し合う。 

・結果をまとめるための方法について話し合う。 

【実験 4】だ液によるデンプンの変化 

・実験 4 を行い，だ液によるデンプンを調べる。 

・実験後，結果の見方を参考に，結果をまとめるため

の方法について話し合う。 

・実験結果をまとめる。 

132～133 思 〇 

キ 

前時の話し合いをもとにして，具

体的な手順を確認し，正しい実験

操作をしている。また，実験結果

の記録方法について話し合い，表

をつくるなどのくふうをして，適

切にまとめている。 

［行動観察・記述分析］ 

必要な試験管の準備など，実験方

法や手順を正しく理解している。

また，対照実験の意味を正しく理

解し，実験結果（特に色の変化に

ついて）を言葉や表によって，わ

かりやすく記録している。  

実験操作の意味を理解させ，スポイ

トの使い分けなど，だ液が対照実験

に混ざらないようにする配慮が必要

なことなどを，重ねて助言する。ど

の実験結果を比較するのかをしっか

りと理解させられるように，試験管

にラベルをはり，中に入っているも

のを示すよう助言・指導する。 

3 

・前時の実験をふり返り，対照実験の意味について再

び話し合う。 

・実験操作の意味（反応の温度，反応の時間）などに

ついて話し合う。 

・「考察しよう」結果をまとめた表をもとにして，何

と何を比較すればよいかについて話し合い，考察す

る。 

・P.134 図 1 をもとに，実験 4 の試験管内で起こった

ことについて話し合う。デンプンと麦芽糖に関する

説明を聞く。 

・だ液のはたらきと性質について話し合う。 

 

134 思  

自 

実験結果をもとに，だ液のはたら

きについて，対照実験の意味をよ

く理解しているかなど，実験結果

をもとに考察した内容を適切に表

現している。 

［発言分析・記述分析］ 

色の変化とデンプン，麦芽糖の有

無（量の変化）を結びつけて考察

し，適切に表現している。 

考察が進まない場合などは，P.134

「考察しよう」をもとに，何と何を

比較すればよいのかを，P.132 の実

験方法を考える場面までもどって考

えるよう助言・指導する。 

4 

・消化液と消化酵素に関する説明を聞く。 

・P.135 図 2 を参考にして，ヒトの消化系のつくりと

はたらきに関する説明を聞く。 

・食物にふくまれる栄養分に関する説明を聞く。 

・さまざまな消化酵素のはたらきに関する説明を聞

く。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えを

まとめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

134～135 知  

課 
消化にかかわる器官について，消

化管とそれにつく器官のつながり

を理解している。食物にさまざま

な成分がふくまれていること，消

化酵素には，さまざまなはたらき

をもつものが存在することを理解

している。 

［発言分析・記述分析］ 

食物にふくまれる成分と，これら

の消化にかかわる消化酵素につい

て，話し合いを通じて適切な表を

作成し，まとめている。また，消

化にかかわる器官の位置やつなが

り方を理解するために，模式図な

どを作成している。 

食物にさまざまな成分がふくまれて

いることを，P.130 をふり返るなど

して助言する。消化にさまざまな器

官がかかわる理由について話し合わ

せて，消化酵素にも多様なものがあ

ることについて助言・指導する。 

5 

第 2 節 吸収のしくみ 

・「レッツ スタート！」イラストを参考に，消化管の

内側が，からだの外側とつながっていることについ

て話し合う。 

・からだの内側とはどこか（血管のある場所）につい

て確認し，消化される場所と吸収される場所，吸収

された後の行き先について確認する。 

・「？課題」消化された食物は，体内で，どのように

吸収されていくのだろうか。 

・P.136 図 1 を見て，デンプン，タンパク質，脂肪の

136～137 思  

キ 

デンプン，タンパク質，脂肪が，

消化されていく過程を理解してい

る。吸収がおもに小腸のかべで行

われることを理解し，柔毛の構造

と吸収のようすを表現している。 

［発言分析・記述分析］ 

デンプン，タンパク質，脂肪が，

消化されていく過程を，図などを

用いて説明している。小腸のかべ

の表面積が広いことなど，吸収に

適した構造になっていることを説

明している。 

口→食道→胃→小腸→大腸→肛門と

いうつながりを確認しながら，各部

分で食物にふくまれる成分がどのよ

うに変化するか（しないか）を，ひ

とつひとつ確認するよう助言する。

消化前の成分と消化されてできた物

質をわかりやすく対応させ，P.136

図 1 を必要に応じて，デンプンだ

け，タンパク質だけ，脂肪だけに注

目したものに分解するなどのくふう
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時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キ

教 
評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

消化の流れとそれぞれの消化酵素の役割についての

説明を聞く。 

・小腸のつくり（柔毛）とそのはたらきについての説

明を聞き，小腸の表面積が大きいことの利点につい

て理解する。 

・P.137 図 2 を参考にして，ブドウ糖，アミノ酸，脂

肪酸とモノグリセリドの吸収，および，小腸で吸収

されたブドウ糖とアミノ酸が肝臓に送られたり，脂

肪酸とモノグリセリドがリンパ管を通って血管に送

られたりすることについての説明を聞く。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えを

まとめ，確認する。 

をし，確認できるよう助言・指導す

る。 

6 

第 3 節 呼吸のはたらき 

・「レッツ スタート！」P.138 図 1 を参考に，吸気と

呼気の成分のちがいを話し合う。 

・「？課題」細胞が養分からエネルギーをとり出すと

きに必要な酸素は，どのようにからだにとり入れら

れ，細胞に届けられるのだろうか。。 

・細胞による呼吸についての説明を聞き，肺呼吸との

ちがいを確認する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えを

まとめ，確認する。。 

138～139 知  

課 

細胞の呼吸について理解してい

る。また，肺が酸素をとりこみ，

二酸化炭素を排出するための器官

であることを理解している。 

［発言分析・記述分析］ 

細胞において，養分からエネルギ

ーをとり出すときに，酸素が必要

であること，および，その際に二

酸化炭素が生じることについて理

解している。細胞の呼吸に必要な

ものを，血液循環と関連づけて理

解している。肺の構造について，

酸素と二酸化炭素の交換を行うう

えで都合のよい点を説明してい

る。 

細胞による呼吸と肺呼吸のちがいが

わかりにくく，P.138図 2の意味がと

らえにくい場合は，からだが細胞か

らできていることを話し合いのなか

で確認し，ひとつひとつの細胞が呼

吸を行っていることを助言する。

P.139「学びをいかして考えよう」を

使い，激しい運動をして筋肉を使う

と呼吸数が多くなる理由を話し合う

よう助言・指導する。 

7 

第 4 節 血液のはたらき 

・「レッツ スタート！」P.140 図 1 を参考に，心臓に

つながる血管が，どこにつながっているかについて

話し合う。 

・「？課題」心臓はどのようにして血液を循環させて

いるのだろうか。また，血管には，どのような種類

があるのだろうか。 

・血液がからだのすみずみまで流れることを理解す

る。 

140～141 思  

キ 

心臓に 4 つの部屋があることの意

味を理解し，動脈，毛細血管，静

脈，心臓，肺のつながりを表現し

ている。 

［発言分析・記述分析］ 

心臓につながる静脈，動脈と心

房，心室の関係を理解し，つなが

る血管がわかるような図で表現し

ている。また，動脈，毛細血管，

静脈のつながりを，自分のからだ

を想定しながら説明している。 

血管が枝分かれしているようすを

P.141図 3を使って示した後に，毛細

血管は，この図ではかけないような

細いものであることを助言・指導す

る。また，皮下の毛細血管のうすい

かべが壊れると内出血とよばれる状

態になることなど，血液が血管の中

を流れていることを身近に感じられ

るような例をあげ，説明する。 

8 

・P.142 図 1 を参考に，肺循環と体循環について確認

する。 

・肺の中で静脈血が動脈血に，全身の細胞で動脈血が

静脈血になることを確認する。 

・心臓の肺動脈には静脈血が，肺静脈には動脈血が流

れることを確認する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えを

まとめ，確認する。 

 

142～143 知 〇 

自 肺循環と体循環のちがいを心臓の

構造と結びつけて理解している。

また，動脈血および静脈血が流れ

ている部分や，酸素の運搬につい

て理解している。血球の種類など

血液の成分や，血しょうと毛細血

管からしみだしたもの（組織液）

の関係について理解している。 

［発言分析・記述分析］ 

動脈血と静脈血の区別，肺循環と

体循環の区別，動脈と静脈の区別

などを整理してまとめている。ま

た，血球のはたらきを図などとと

もにまとめている。毛細血管で起

こる酸素，二酸化炭素，養分，不

要物のやりとりや，血液が循環し

なければならない意味を説明して

いる。 

動脈血と静脈血のちがいが，ふくま

れている酸素の量のちがいによるこ

とを示したうえで，動脈血→静脈血

の変化と，静脈血→動脈血の変化

が，どこで起こるのかを，肺呼吸，

細胞による呼吸という言葉を用いて

説明できるよう助言・指導する。 

9 

第 5 節 排出のしくみ 

・「レッツ スタート！」からだから排出されるものに

はどのようなものがあるかについて話し合う。 

・「？課題」尿はどこで何からつくられるのだろう

144～145 知  

課 尿は腎臓でつくられていること，

尿には尿素などの不要物がふくま

れていることを理解している。 

［発言分析・記述分析］ 

尿が腎臓でつくられていること，

尿をつくることによって血液の成

分にどのような変化が起こるのか

を説明している。また，尿の成分

腎臓とぼうこうの関係など，尿に関

係する器官をわかりやすく示す。健

康診断の際に行われる尿検査を例

に，尿を調べると血しょうにふくま
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時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キ

教 
評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

か。 

・P.144 図 1 を参考に，じん臓の位置，じん臓に運ば

れる血液，腎臓とぼうこうの結びつきなど，尿が排

出されるまでのことについての説明を聞く。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えを

まとめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

を，血しょうの成分と対比させな

がら説明している。 

れる成分の変化を間接的に知ること

ができることなど，血液と尿の関係

について理解できるように助言・指

導する。 

10 

【特設ページ】動物のからだを模式図で見てみよう 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・これまでの学習をふり返り，以下の内容について話

し合う。 

 146 態 ◯ 

人 
これまでの学習をふり返り，話し

合いを通して，細胞の活動と器官

のはたらきを結びつけて考えてい

る。P.146図 1に掲載されている情

報を整理し，生命を維持するはた

らきについて理解を深めようとし

ている。 

［発言分析・行動観察］ 

酸素，二酸化炭素，養分などに注

目して動物のからだのつくりとは

たらきをとらえ直し，各器官のは

たらきと血液循環の関係を，話し

合いの中で説明している。また，

これまでの学習をふり返り，細胞

がヒトのからだの基本単位となっ

ていることの意味をとらえようと

している。 

P.146図 1には，多くの要素が一つに

まとめられている。こういった要素

を一度にとらえられない場合は，ト

レーシングペーパーなどを利用して

図を分解したものを示し，これらを

関係づけて考えるよう助言・指導す

る。 

11 

【特設ページ】植物と動物のからだを比べてみよう 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・植物細胞と動物細胞の共通点と相違点について話し

合う。 

・植物細胞にしかない構造（葉緑体）と，養分の獲得

のしかたについて思い出す。 

・P.146 図 1 や P.147 図 2 を見ながら，植物と動物を

対比させて，養分の獲得のしかたと，養分の体内の

移動について話し合う。 

147～148 態 ◯ 

課 

これまでの動物と植物に関する学

習を，細胞，養分の獲得という 2

つの視点からふり返り，共通点と

相違点を表や文章を使ってまとめ

直すなど，ねばり強く自らの学び

を深めようとしている。 

［発言分析・行動観察］ 

細胞の共通点や相違点や，動物と

植物のからだのつくりやはたらき

の共通点や相違点をふり返りなが

ら比較し，話し合いを通して理解

を深めている。また，これまでに

学習した内容を，図を使って説明

するなど，積極的に自らの学びを

ふり返り，深めようとしている。 

植物に関する既習事項の整理ができ

ていない場合はデンプンをキーワー

ドにして，光合成などをふり返るこ

とができるよう助言・指導する。ま

た，水をキーワードとして，植物と

動物，それぞれの体内の水の移動を

確認できるように，からだを示す簡

単な模式図を提示し，学習をふり返

ることができるよう助言・指導す

る。 

12 

章テストの実施 

 

ポートフォリオのまとめ 
 

知 

思 
○ 

 

章テストの点数を成績に入れる。 
観点別で８割取ることができてい

るか。 

振り返りの時間を設定し、その生徒

へのアプローチを行う。 
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【単元 2】第 4章 刺激と反応 （教科書 P.149～161） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・動物のからだのつくりとはたらきとの関係に着目しながら，刺激と反応について理解するととも

に，それらの観察，実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 

・刺激と反応について，見通しをもって解決する方法を立案して観察，実験などを行い，その結果

を分析して解釈し，動物のからだのつくりとはたらきの規則性や関係性を見いだして表現する。

（思考・判断・表現） 

・刺激と反応に関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度と，生命を尊

重し，自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに，自然を総合的に見ることができるように

する。（主体的に学習に取り組む態度） 

動物のからだのつくりとはたら

きとの関係に着目しながら，刺

激と反応についての基本的な概

念や原理・法則などを理解して

いるとともに，科学的に探究す

るために必要な観察，実験など

に関する基本操作や記録などの

基本的な技能を身につけてい

る。 

刺激と反応について，見通し

をもって解決する方法を立案

して観察，実験などを行い，

その結果を分析して解釈し，

動物のからだのつくりとはた

らきについての規則性や関係

性を見いだして表現している

など，科学的に探究してい

る。 

刺激と反応に関する事物・現象

に進んでかかわり，見通しをも

ったりふり返ったりするなど，

科学的に探究しようとしてい

る。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キ

教 
評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」小学校で学習したことなどをもと

に自分の考えを記述し，話し合う。ポートフォリオの

実施。 

第 1 節 刺激と反応 

・「レッツ スタート！」ライオンがえものをとらえると

きにはたらいている器官について考え，話し合う。 

・動物が外界から刺激を受けとっていることを理解す

る。 

・「？課題」動物のからだで刺激を受けとっている器官

は，どのようなものがあり，どのようなはたらきをし

ているだろうか。 

149～

151 
思  

キ 

刺激にはどのようなものがある

か，動物はその刺激をからだのど

こで受けとっているのかというこ

とを考え，それを話し合いなどで

表現している。 

［発言分析・行動観察］ 

写真資料や自らの経験から，いく

つかの刺激や感覚器官について具

体例をあげている。感覚器官がど

のようなはたらきをしているのか

を理解し，それを表現している。 

P.150 図 1，図 2，P.151 図 3 など

を参照させ，何をたよりにしてラ

イオンはシマウマをとらえること

ができているのかを考えさせ，刺

激と感覚器官の関係について理解

できるよう助言・指導する。 

2 

・P.152，153図 1を見ながら，ヒトの感覚器官について

の説明を聞き，自分たちの身のまわりの刺激がどこで

受容されているか考える。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

152～

153 
知  

人 ヒトの感覚器官について，それぞ

れのはたらきについて理解すると

ともに，身のまわりでどのような

刺激がどの感覚器官によって受け

とられているのかを理解してい

る。 

［発言分析・行動観察］ 

 

ヒトの感覚器官について，それぞ

れのはたらきについて理解し，普

段の生活のなかでのいくつかの場

面において，どのような刺激があ

り，それをどの感覚器官で受けと

っているのかを説明している。 

P.153 の調理場面においてどのよ

うな刺激があるか，ヒトの感覚器

官を一つずつあげていきながら，

それぞれで受けとる刺激の具体例

を考えるよう助言・指導する。 

3 

第 2 節 神経のはたらき 

・「レッツ スタート！」動物の感覚器官は刺激に対して

どのように反応しているのかについて考え，話し合

う。 

・「？課題」感覚器官で受けとられた刺激は，神経系の

どこを伝わり，どのようにして反応を引き起こすのだ

ろうか。 

【実験 5】刺激に対するヒトの反応 

・実験 5 を行い，意識して起こる反応にかかる時間を調

154 ～

155 
知 〇 

課 

中枢神経と末しょう神経のはたら

きについて理解しているととも

に，実験 5 を実施し，その結果を

適切に記録している。 

［発言分析・記述分析］ 

中枢神経と末梢神経について理解

している。また，正確に実験を行

い，その実験結果を記録し，平均

値を求めるなど適切に結果の処理

をしている。 

P.154図2などを参照し，それぞれ

の神経のちがいを理解させる。ま

た，実験の目的を明らかにして説

明し，正しく実験ができるよう助

言・指導する。 
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時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キ

教 
評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

べる。 

・右手をにぎられてから，左手でとなりの人の右手をに

ぎるまでにかかった時間の意味を考察する。 

4 

・実験結果をもとに，刺激から反応までの流れを理解す

る。 

・反射について理解する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・反射にはどのようなものがあるか調べる。 

156～

157 
思 〇 

自 
実験 5 の結果から，刺激から反応

までの流れを適切に説明し，反射

の特徴についても理解し，まとめ

ている。 

［発言分析・記述分析］ 

 

実験 5 の結果をもとに，刺激から

反応までの流れを，これまでの学

習内容と関連づけながら，適切に

説明している。また，反射の特徴

についても理解している。 

実験 5 で行った操作が，刺激から

反応までの流れのどの段階に当て

はまるのかを一つずつ説明し，全

体の流れが理解できるよう助言・

指導する。 

5 

第 3 節 骨と筋肉のはたらき 

・「レッツ スタート！」うでを曲げたりのばしたりし

て，筋肉の動きについて話し合う。 

・P.158 図 1 を参考にして，ヒトの筋肉と骨に関する説

明を聞く。 

・「？課題」うでやあしが動くとき，骨や筋肉は，どの

ようなはたらきをするだろうか。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

158～

161 

知 〇 

課 

うでの曲げのばしの例などをもと

に，骨と筋肉のはたらきについて

理解している。 

［発言分析・記述分析］ 

 

からだを動かすときの骨と筋肉の

はたらきについて理解している。

また，これまで学習したことをも

とに，動物がどのようにまわりの

ようすを知り，そして反応するの

かを説明している。 

うでの曲げのばしの模型などを利

用し，筋肉が縮むことと骨格が動

くことをあわせて理解できるよう

助言・指導する。 

態 〇 

キ 

これまでの学習をふり返りなが

ら，イカの解剖と観察について計

画を立て，自ら探究しようとして

いる。 

［発言分析・記述分析］ 

第 3 章と第 4 章で学習したことを

ふり返り，イカの解剖と観察につ

いて注目すべき点を理解したうえ

で，これからの探究の計画などを

ノートやワークシートに適切に記

述している。 

これまで学習してきたことをあげ

させ，イカの解剖ではどのような

点に注目できるかを具体的に考え

ることができるよう助言・指導す

る。 

6 

単元２のまとめを行い、学習を振り返る。 

単元テストの実施。ポートフォリオのまとめ。 

 態 ○ 自 

これまでの学習を理解し、進んで

学ぼうとしている 

［行動観察・記述分析］ 

物質のなり立ちに関する事物・現

象に進んでかかわり，科学的に探

究しようとする態度を養うととも

に，自然を総合的に見ることがで

きている。 

今まで行ってきた学習の振り返り

を行い、理解度を確認し学習内容

が定着していない所を指導・助言

する。 
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【単元 3】第 1章 気象の観測 （教科書 P.173～196） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・気象要素と天気の変化との関係に着目しながら，気象観測，気象観測，霧や雲の発生などについ

ての基本的な原理・法則などを理解するとともに，それらの観察・実験の技能を身につける。

（知識・技能） 

・気象観測について，見通しをもって解決する方法を立案して観察，実験などを行い，その結果を

分析して解釈し，天気の変化についての規則性や関係性などを見いだして表現する。（思考・判

断・表現） 

・気象観測に関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度と生命を尊重

し，自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに，自然を総合的に見ることができるようにす

る。（主体的に学習に取り組む態度） 

気象要素と天気の変化との関係

に着目しながら，気象要素，気

象観測，気象観測，霧や雲の発

生などについての基本的な概念

や原理・などを理解するととも

に，科学的に探究するために必

要な観察，実験などに関する基

本操作や記録などの基本的な技

能を身につけている。 

気象観測について，見通しを

もって解決する方法を立案し

て観察，実験などを行い，そ

の結果を分析して解釈し，天

気の変化についての規則性や

関係性を見いだして表現して

いるなど，科学的に探究して

いる。 

気象観測に関する事物・現象に

進んでかかわり，見通しをもっ

たりふり返ったりするなど，科

学的に探究しようとしている。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キ

教 
評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもとに

自分の考えを記述し，話し合う。ポートフォリオの実施。 

第 1 節 気象の観測 

・「レッツ スタート！」天気の異なる日には雲のようすのほか

にどのようなちがいがあるか話し合う。 

・「？課題」気象要素と天気の変化には，どのような関係があ

るだろうか。 

173

～

176 

思 ○ 

課 

天気の変化がどのような気象要素

に関係するかを考え，表現してい

る。 

［発言分析・記述分析］ 

生活経験をもとに，グループでの話

をとり入れながら，天気の変化が，

どの気象要素とかかわっているのか

を考え，表現している。 

グループの中で自分の生活経験

や気象要素との関連を結びつけ

られるよう助言・指導する。 

2 

・「基礎操作」気象観測のしかたと天気図の記号について，説

明を聞き，理解する。 

・学校内で気象観測をすると，どのようなことがわかるか話し

合し，気象観測の計画を立てる。 

177

～

179 

知  

自 それぞれの気象要素について，気

象観測の方法を理解し，気象観測

の計画を立てている。 

［記述分析］ 

それぞれの気象要素について，気象

観測の方法を理解し，それをふまえ

て具体的な気象観測の計画を立案し

ている。 

実際の気象観測機器を提示した

り，映像で示したりしながら，

どのように気象要素を記録でき

るか説明する。 

3 

【観察 1】校内の気象観測 

・観察 1 を行い，気象要素がどのように変化し，どのようにかか

わり合っているのかを調べる。 177

～

179 

知  

課 

気象観測が計画に沿って行われ，

各地点で適切な気象観測を行って

いる。また，その結果を記録・整

理している。 

［行動観察］ 

気象観測が適切な方法でもれなく記

録し，その結果をまとめている。ま

た，ほかの班のデータを共有し，図

や表に整理している。 

気象観測方法について復習し，

班ごとに確認するよう助言・指

導する。 

4 

・気象観測の結果をまとめる。 

・観測できない時間については気象庁のサイトなどから近隣の

気象データを調べる。調べたデータと観測結果を一つのグラ

フにまとめて表現，比較する。 

177

～

179 

思  

キ 各気象要素について，既存のデー

タから補うなどして，気象要素の

時間変化をデータとしてまとめて

整理している。 

［行動観察］ 

各気象要素について，さらに時間を

変えて気象観測を行ったり，ほかの

データで補ったりして，時間変化を

とらえて，データを整理している。 

気象庁などのデータベースへの

アクセス方法などを，ICT 機器

などを用いて提示するなどして

助言・指導する。 
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時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キ

教 
評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

5 

・観察 1 のステップ 1～2 の結果から，校内のどこで観測しても

雲量，天気は同じであること，観測場所によって気温，湿

度，風向，風力が異なることを見いだす。 

・「理由を考えよう」それぞれの班の気象観測の結果が異なる

理由を考える。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，

確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

180

～

181 

思 ○ 

課 

気象観測の結果から気象要素につ

いて考察し，それらを整理してま

とめている。 

［発言分析・記述分析］ 

校内での観測による共通点・相違

点，継続観測による時間変化から，

気象要素の変化が天気に関係してい

ることを考察し，整理・表現し，ま

とめている。 

図やグラフに正しく実験結果を

表現し，比較できるようにワー

クシートなどをくふうし，それ

ぞれの気象要素の変化に着目す

るよう支援する。 

6 

第 2 節 大気圧と圧力 

・「レッツ スタート！」図 1 をもとに，地上と上空での大気の

状態のちがいについて，気づいたことを話し合う。 

・「？課題」気圧とは，何だろうか。 

・「調べよう」①，②の結果と，P.183 図 5 の話題から大気圧が

あらゆる方向から物体に加わっていることを見いだす。 

・P.183 図 4 のゴムボールの実験の話を聞き，空気にも質量があ

ることを知る。 

182

～

183 

知  

自 

空気に質量があることを理解し，

地上の物体にはあらゆる方向から

大気圧がはたらいていることを理

解している。 

［発言分析・記述分析］ 

各実験の結果にもとづいて，空気に

は質量があり，その質量による大気

圧があらゆる方向からかかることを

見いだして理解している。 

演示実験や映像を使って実験を

紹介する。また，見えない空気

にも質量があることを示し，空

気からも力を受けることを想像

するよう助言・指導する。 

7 

・「調べよう」の結果から圧力が接した部分の面積に関係がある

ことを見いだす。 

・教科書を読み，圧力とその単位について知る。「hPa」という

単位について聞く。 

183

～

184 

思  

キ 
物体に接している面積によって，

圧力が異なることを見いだし，大

気圧を圧力の一つとしてとらえて

いる。 

［発言分析・記述分析］ 

物体に接する面積を変える実験か

ら，質量が同じでも接する面積によ

って圧力が変わることを見いだして

表現している。 

物体に接する面積が変わると圧

力の大きさが変化することか

ら，圧力を求める式では，分母

が力のはたらく面積になること

に着目するよう助言・指導す

る。 

8 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，

確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「例題」の考え方を参考にして，「練習」，「確認」を行

う。 

184

～

185 

態 ○ 

課 
大気圧に関してふり返り，具体的

な数値の計算をするなどして自ら

の学習を調整しようとしている。 

［ワークシート・小テスト］ 

大気圧に関してふり返り，圧力の式

を用いて正確な計算にねばり強くと

り組み，大気圧を実生活の具体的な

物理現象と結びつけようとしてい

る。 

圧力の式を具体的な実生活と関

連づけて感覚的に理解できるよ

う助言・指導する。 

9 

第 3 節 気圧と風 

・「レッツ スタート！」P.186 図 1 のような遊具に入るときに

風を感じるのはなぜか考え，話し合う。 

・「？課題」風と気圧にはどのような関係があるのだろうか。 

・「基礎操作」等圧線の読み方について知る。 

186 知 ○ 

人 気圧の値は等圧線というもので天

気図として表され，時間変化する

ことを理解している。また，風が

気圧と関係していることを理解し

ている。 

［発言分析・記述分析］ 

天気図が等圧線で表され，時間変化

することを理解している。また，気

圧の分布から等圧線が引け，逆に天

気図から気圧の分布を読みとれてい

る。 

気圧を等圧線で表すことが，地

図などで学習する等高線と似て

いることを示し，高さと同じよ

うに気圧もその高低が表されて

いることを助言・指導する。 

10 

・「課題に対する自分の考えは？」等圧線と風のふき方につい

てどのようなことがいえるか考える。 

・「考察しよう」天気図から地表付近の風の向きについて考え

る。 

・高気圧では下降気流ができ，低気圧では上昇気流ができるこ

とを知る。 

187

～

188 

思  

課 風が，気圧の高いところから低い

ところへとふくことを見いだして

いる。また，低気圧や高気圧が気

圧差による空気の流れによりつく

られていることを説明している。 

［発言分析・記述分析］ 

風が，気圧の高いところから低いと

ころへ空気が動くことを天気図など

から見いだしている。また，低気圧

と高気圧の鉛直方向の流れを，気圧

の分布と関連づけて考え表現してい

る。 

天気図上での気圧の読みとりに

ついて，水平方向と鉛直方向の

2 段階に分けて助言・指導す

る。 
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時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キ

教 
評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

11 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，

確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「つながる科学」トリチェリについての記事を読んで，大気

圧の発見についての認識を深める。 

188

～

189 

態 ○ 

キ 
気圧と風の関係をふまえて，天気

図から風向や風速を推定してい

る。 

［発言分析・行動観察］ 

気圧と風の関係をふまえて，天気図

から水平・鉛直方向の空気の流れを

推定して，その動きを予想しようと

してねばり強くとり組んでいる。 

天気図に複数の場所での空気の

流れを示し，それをもとに全体

としての風の動きを推定できる

よう助言・指導する。 

12 

第 4 節 水蒸気の変化と湿度 

・「レッツ スタート！」水を入れたコップにだけ水滴がつく理

由を話し合う。 

・「？課題」水蒸気が水滴に変化するのは，どのようなときだ

ろうか。 

・「課題に対する自分の考えは？」空気中の水蒸気が水滴に変

化する条件は何か，考える。 

 

190 思  

自 

結露や沸騰といった身近な現象か

ら，水蒸気が水になるときの条件

を調べる実験を計画している。 

［発言分析・記述分析］ 

水蒸気が水滴に変わる現象を身近な

例を通して，それを探究するための

実験計画を立てている。 

身のまわりで関係しそうな現象

を多くあげて共有し，温度や気

体の水蒸気について着目するよ

う助言・指導する。 

13 

【実験 1】水蒸気が水滴に変わる条件 

・「実験 1」を行い，水蒸気が水滴に変わる条件について調べ

る。 

 
191 知  

課 

実験計画にもとづいて実験を行

い，測定した条件と値を比較し

て，実験データを得ている。 

［行動観察・ワークシート］ 

実験計画にもとづいて実験を行い，

金属製のコップの中の水の温度を適

切にコントロールさせ，水滴がつき

始める温度を正確に測定し，仮説を

検証するための実験データを得てい

る。 

どのように実験すればよいのか

班で検討させながら，複数回デ

ータをとるよう助言・指導す

る。 

14 

・実験結果にもとづいて，班ごとにどのようなちがいがあった

かを話し合い，水蒸気が水滴に変わる条件を考察する。 

・露点，飽和水蒸気量についての説明を聞き，理解する。 

・「考察しよう」同じ気温で天気がちがう日の水滴の生じ方の

ちがいについて考える。 

  

191

～

193 

思 ○ 

キ 

実験で得られたことをもとにし

て，なぜ温度が下がると水蒸気が

凝結するのかを，説明している。 

［発言分析・行動観察］ 

空気を冷やしていくと，水滴が水蒸

気になるという現象を，飽和水蒸気

量の考え方と関連づけてまとめて表

現している。 

飽和水蒸気量のグラフととも

に，P.192 図 2 のように水蒸気

を可視化して，量的な比較をし

やすい形で指導する。 

15 

・湿度の求め方についての説明を聞き，理解する。 

・「例題」の考え方を参考にして，「練習」，「確認」を行

う。 

・P.194 図 1 を用いて，気温が変化したときの湿度の変化につい

て話し合う。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，

確 

193

～

195 

思 ○ 

課 

湿度を正確に理解し，グラフでの

変化や身近な現象においても湿度

の考え方を適応して説明してい

る。 

［ワークシート・小テスト］ 

実験結果をグラフで表現し，日常で

起こる現象を飽和水蒸気量や湿度と

いう考え方を用いて説明している。 

溶解度や百分率など，これまで

学習した関連する内容を復習し

ながら，助言・指導する。 

16 

章テストの実施 

 

ポートフォリオのまとめ 
 

知 

思 
○ 

 

章テストの点数を成績に入れる。 
観点別で８割取ることができている

か。 

振り返りの時間を設定し、その

生徒へのアプローチを行う。 
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【単元 3】第 2章 雲のでき方と前線 （教科書 P.197～208） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・気象要素と天気の変化との関係に着目しながら，霧や雲の発生，前線の通過と天気の変化などに

ついての基本的な原理・法則などを理解するとともに，それらの観察・実験の技能を身につけ

る。（知識・技能） 

・天気の変化について，見通しをもって解決する方法を立案して観察，実験などを行い，その結果

を分析して解釈し，天気の変化についての規則性や関係性などを見いだして表現する。（思考・

判断・表現） 

・天気の変化に関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度と生命を尊重

し，自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに，自然を総合的に見ることができるようにす

る。（主体的に学習に取り組む態度） 

気象要素と天気の変化との関係

に着目しながら，霧や雲の発

生，前線の通過と天気の変化な

どについての基本的な原理・法

則などを理解するとともに，科

学的に探究するために必要な観

察，実験などに関する基本操作

や記録などの基本的な技能を身

につけている。 

天気の変化について，見通し

をもって解決する方法を立案

して観察，実験などを行い，

その結果を分析して解釈し，

天気の変化についての規則性

や関係性を見いだして表現し

ているなど，科学的に探究し

ている。 

天気の変化に関する事物・現象

に進んでかかわり，見通しをも

ったりふり返ったりするなど，

科学的に探究しようとしてい

る。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キ

教 
評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への指導の手立

て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験

をもとに自分の考えを記述し，話し合う。ポートフォ

リオの実施。 

第 1 節 雲のでき方 

・「レッツ スタート！」積乱雲が現れたときの気象で思

い出すことについて話し合う。 

・「？課題」雲ができるのはなぜだろうか。 

【実験 2】気圧の低いところで起こる変化 

・実験 2 を行い，気圧が下がると空気にどのような変化

が生じるか調べる。 

197～

199 
知 ○ 

自 

水蒸気をふくむ空気のかたまり

が，気圧の低い場所に移動したと

きの空気の変化の実験を実施する

技能を身につけ，結果を正確に記

述している。 

［行動観察・記述分析］ 

水蒸気をふくむ空気のかたまりが

気圧の低い場所に移動し，空気の

かたまりが膨張し，気温が下が

り，水滴が生じた際の，気圧計や

温度計の計測値とともに，ビニル

ぶくろ内のようすの変化を適切に

記述している。 

実験の目的を十分に理解させ，地

上の空気のかたまりが上昇した際

の変化を再現していることを想像

させ，気圧計や温度計などの測定

値を正確に記録するとともに，ビ

ニルぶくろ内のようすの変化をよ

く観察するよう助言・指導する。 

2 

・実験結果から，気圧が下がると空気の体積が膨張し，

温度が下がることを確認する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「説明しよう」雲から地表に降った雨や雪は，どうな

るか説明する。 

・水の循環について説明を聞く。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

200～

201 

思 ○ 

キ 実験結果から，空気のかたまりが

上昇する場面を具体的に示しなが

ら，雲ができる現象を科学的に考

察している。 

［発言分析・記述分析］ 

実験結果から，雲ができる場所

は，上昇気流が発生している場所

であることがわかり，雲ができる

現象を気圧，飽和水蒸気量と気温

（露点）を用いて説明している。 

実験結果を，気圧の減少→温度の

下降→飽和水蒸気量の減少→露点

→結露の過程と結びつけて，ひと

つひとつ段階をふんで理解させる

よう助言・指導する。 

知  

人 
水が地球全体に循環していること

を説明している。 

［記述分析・ペーパーテスト］ 

雲粒が集合し雨粒（又は雪粒）が

形成され，降雨となって地上にも

どるなど，水が地球全体を循環し

ていることを説明している。 

雨がどこから降ってきて，どこに

行くのか考えるよう助言・指導す

る。 
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3 

第 2 節 気団と前線 

・「レッツ スタート！」P.202 図 1 の演示実験で，なぜ

冷たい空気があたたかい空気の下に移動するのか考え

る。 

・気団についての説明を聞き，性質の異なる空気は密度

がちがうためすぐには混じり合わないことの説明を聞

き，理解する。 

・「？課題」前線の周辺ではどのようなことが起こるの

だろうか。 

・前線の種類についての説明を聞き，理解する。 

202～

203 

 

知  

 

演示実験の結果より，暖気と寒気

はすぐには混じり合わず，境の面

をつくることを理解し，暖気と寒

気の接し方のちがいにより，種類

の異なる前線がつくられることを

理解している。 

［発言分析・ペーパーテスト］ 

演示実験の結果より，暖気と寒気

は密度が異なるため，接してもす

ぐには混じり合わず前線をつくる

こと，前線には暖気と寒気の接し

方により異なる種類の前線がつく

られること，前線付近には雲がで

きることが多いことを説明してい

る。 

身のまわりにある，暖気と寒気が

すぐには混じり合わない例（暖房

による室内の温度差等）をあげさ

せ，実体験と結びつける。映像資

料や立体模型など視覚的にわかる

教材・教具を用いながら助言・指

導する。 

4 

・「課題に対する自分の考えは？」暖気が寒気の上にな

ることについて考え，話し合う。 

・温帯低気圧の説明を聞き，理解する。 

 
203～

204 
思 ○ 

課 

前線付近では雲が多いことを説明

している。また，温帯低気圧の付

近では天気が急激に変化すること

を説明している。 

［発言分析・記述分析］ 

密度が小さい空気は密度の大きい

空気の上に行くことを気温のちが

いに関連づけて説明している。温

帯低気圧が前線をともなうことが

多いことから，周辺では雲が発生

したり，急激な気温の変化が起こ

ったりすることを説明している。 

水を加熱したときに発生する対流

など，温度差によって生じる垂直

方向の移動の例を示す。前線付近

の空気の流れを確認させ，上昇気

流が発生していることを理解さ

せ，温帯低気圧周辺の天気を再度

説明するよう助言・指導する。 

5 

・温暖前線の通過にともなう天気の変化について，巻末

付録のペーパークラフトを作成して考える。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・温帯低気圧と前線，温帯低気圧の発達から衰退までの

説明を聞き，理解する。 

204～

205，

207 

態 ○ 

キ 

寒冷前線および温暖前線が通過し

たときの天気の変化に興味をも

ち，自分たちの住む地域で前線が

通過したとき，どのような天気の

変化が生じるのか科学的に探究し

ようとしている。 

［発言分析・記述分析］ 

前線が通過した際の天気の変化に

興味をもち，寒冷前線や温暖前線

のまわりにできる雲の特徴や天気

の変化の説明と関連づけて自分た

ちの住む地域での天気の変化につ

いて説明している。また，ペーパ

ークラフトを作成して，前線にと

もなう天気の変化を主体的に調べ

ている。 

寒冷前線が通過する際に撮影した

映像資料などを視聴した後，自分

たちの生活のなかで，同じような

天気の変化が起こっていないか思

い出させて，天気の変化と自分た

ちの生活との関連を調べるように

うながす。 

6 

・「学びをいかして考えよう」の○A ～○C の 1 つ以上を

選択してとり組む。 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを

確認する。 

・「学んだことをつなげよう」各節で学んだことを確認

して，考えたことをノートに記述し，話し合う。 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分

の考えを記述し，話し合う。 

206～

208 
思 ○ 

自 各データから，気象要素のグラフ

を作成し（○A はグラフ作成済

み），グラフから気象要素の変化

を読みとっている。また，読みと

った変化から，前線の通過時刻を

推定し，気象要素の変化から通過

した前線の種類を推定している。 

［記述分析・ペーパーテスト］ 

各データから，気象要素からグラ

フを正確につくり，各気象要素の

変化を読みとっている。各気象要

素が急激に変化している箇所を指

摘し，時刻を推定している。ま

た，その気象要素の変化のしかた

から前線の種類を推定している。 

どのような気象要素の変化がわか

れば，前線の通過を推定できる

か，今までの学習をふり返らせ

る。また，各気象要素の数値をて

いねいにグラフ化させ，急激な変

化が生じている箇所を指摘させ

る。その変化が生じた原因を考え

るよう助言・指導する。 

7 

章テストの実施 

 

ポートフォリオのまとめ 

 
知 

思 
○ 

 

章テストの点数を成績に入れる。 
観点別で８割取ることができてい

るか。 

振り返りの時間を設定し、その生

徒へのアプローチを行う。 
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【単元 3】第 3章 大気の動きと日本の天気 （教科書 P.209～225） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・気象要素と天気の変化との関係に着目しながら，日本の天気の特徴，大気の動きと海洋の影響，

自然の恵みと気象災害などについての基本的な原理・法則などを理解するとともに，それらの観

察・実験の技能を身につける。（知識・技能） 

・日本の気象，自然の恵みと気象災害について，見通しをもって解決する方法を立案して観察，実

験などを行い，その結果を分析して解釈し，日本の気象についての規則性や関係性，天気の変化

や日本の気象との関係性などを見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・日本の気象，自然の恵みと気象災害に関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しよう

とする態度と生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに，自然を総合的に見

ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

気象要素と天気の変化との関係

に着目しながら，日本の天気の

特徴，大気の動きと海洋の影

響，自然の恵みと気象災害など

についての基本的な原理・法則

などを理解するとともに，科学

的に探究するために必要な観

察，実験などに関する基本操作

や記録などの基本的な技能を身

につけている。 

日本の気象，自然の恵みと気

象災害について，見通しをも

って解決する方法を立案して

観察，実験などを行い，その

結果を分析して解釈し，日本

の気象についての規則性や関

係性，天気の変化や日本の気

象との関係性を見いだして表

現しているなど，科学的に探

究している。 

日本の気象，自然の恵みと気象

災害に関する事物・現象に進ん

でかかわり，見通しをもったり

ふり返ったりするなど，科学的

に探究しようとしている。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キ

教 
評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験

をもとに自分の考えを記述し，話し合う。ポートフォ

リオの実施。 

第 1 節 大気の動きと天気の変化 

・「レッツ スタート！」P.210 図 1 などから，北半球で

の大気の流れを読みとり，気づいたことを話し合う。 

・「？課題」なぜ日本付近では西から東へ天気が変わる

のだろうか。 

 

209～

211 
知 〇 課 

天気予報で用いられる天気図や気

象衛星画像などの資料をもとに，

低気圧や雲の移動をとらえ，大気

の動きと関連づけて理解してい

る。 

［記述分析］ 

天気予報で用いられる天気図や気

象衛星画像などの資料をもとに，

日々刻々と変化する天気の状況の

多様性と，その中に見られる規則

性について見いだし，大気の動き

と関連づけて理解している。 

天気図や 気象衛星画像のように，

広範囲の気象の状況が時間ととも

に変化するようすを，時間的・空

間的な見方からとらえるために，

例えば，1つの低気圧や雲のかたま

りなどに注目して，時間の経過と

ともにどのように変化するかをと

らえられるよう助言・指導する。 

2 

第 2 節 日本の天気と季節風 

・「レッツ スタート！」P.212 図 1 から，日本列島には

どの向きの風がふいているかを考える。 

・「？課題」日本列島付近で季節風がふき，冬と夏で風

向が変わるのはなぜだろうか。 

・季節風，海陸風の説明を聞き，理解する。 

 

212～

213 
思 〇 自 

季節風や海陸風が生じるしくみ

を，陸と海で太陽のエネルギーを

受けとったときのあたたまり方が

ちがうことと関連づけて説明して

いる。 

［発言分析・記述分析］ 

季節風や海陸風が生じるしくみに

ついての仮説を立て，その妥当性

を検討しながら説明するととも

に，季節風と海陸風について，そ

れらの類似点や相違点を見いだし

ている。 

地表と海面のあたたまり方のちが

いや，あたためられた空気の動き

方など，必要となる既習事項を活

用できるよう助言・指導する。 

3 

第 3 節 日本の天気の特徴 

・「レッツ スタート！」日常生活をふり返り，季節に特

徴的な気象について考え，話し合う。 

・「？課題」日本の四季に生じる特徴的な天気は，どの

ようにして生じるのだろうか。 

 

214～

215 
知  キ 

日本付近の夏と冬の天気を，影響

している気団に着目して，特徴を

理解している。 

［記述分析・ペーパーテスト］ 

日本付近の夏や冬に見られる天気

の特徴を，それぞれの季節に日本

付近に影響を与える高気圧や気団

の特徴などと関連づけて理解して

いる。 

日本の夏には日本の南の太平洋上

に，日本の冬にはアジア大陸のな

かに，それぞれ高気圧が長期間存

在することに気づかせ，それらが

日本付近の天気にどのように影響

しているか理解できるよう助言・

指導する。 

4 

・春と秋の天気を，影響している気団の有無を判断し

て，特徴をまとめる。 

・梅雨と梅雨前線，秋雨前線の説明を聞き，理解する。 

・台風についての説明を聞き，理解する。 

216～

217 
知 〇 課 

日本の春と秋，梅雨の天気や台風

の特徴について，偏西風や天気に

影響を与える気団等と関連づけて

理解している。 

日本の春と秋，梅雨の天気や台風

の特徴について，日々刻々と変化

する天気の状況の多様性と，その

中に存在する規則性を見いだし，

日本の春と秋には，低気圧や高気

圧が西から東へ移動し，天気が西

から東へ変化することに気づか

せ，上空をふいている偏西風が影
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  ［発言分析・記述分析］ 偏西風やそれぞれの季節に影響を

与える高気圧や気団等と関連づけ

て説明している。 

響していることを理解できるよう

助言・指導する。 

5 

第 4 節 天気の変化の予測 

・「レッツ スタート！」天気予報があることによる恩恵

について考え，話し合う。 

・「？課題」翌日の天気を予想するには，どのようにす

ればよいだろうか。 

 

218 思  人 

天気の変化の予測について，目的

意識をもって話し合い，翌日の天

気を予想するにはどのようにすれ

ばよいか，科学的な根拠にもとづ

き自分の考えをまとめ，表現して

いる。 

   ［発言分析・記述分析］ 

天気の変化の予測について，目的

意識をもって話し合い，翌日の天

気を予想するにはどのようなデー

タを用いてどのように予想すれば

よいかを構想し，科学的な根拠に

もとづいて自分の考えをまとめ，

表現している。 

天気を予想するための手順を整理

し，現在の天気の状況をもとにし

て，過去数日間の天気の移り変わ

りを参考に，今後どのような天気

図になるか，また，どのような天

気になるか予想することができる

ように，思考の過程について助

言・指導する， 

6 

・【実習 1】翌日の天気の予想 

・実習 1 を行い，自分たちの住む地域の翌日の天気がど

のように変化していくのか予想する。 
219 態 〇 キ 

翌日の天気がどのようになるか，

天気の予測に進んでかかわり，よ

りよい予測のために見通しをもっ

て，ねばり強くとり組んでいる。 

［発言分析・行動観察］ 

翌日の天気がどのようになるか，

天気の予測に進んでかかわり，よ

りよい予測のために見通しをもっ

てとり組むとともに，探究の過程

をふり返り，妥当性を検討しなが

ら，ねばり強くとり組んでいる。  

単なる当て推量や憶測ではなく，

根拠にもとづいて予想できるよう

助言・指導する。 

7 

・「解決方法を考えよう」天気予報が外れた場合は，そ

の原因を検討する。より正確な天気予報ができるよう

に，方法を改善し，天気予報を作成する。 

・天気予報のしくみについての説明を聞き，理解する。 

 

220～

221 
思 〇 自 

自分たちで作成した天気予報につ

いて，予想した内容や根拠をふり

返り，改善している。 

 ［発言分析・記述分析］ 

予想した内容を，実際の天気がど

うであったか，その状況と比較す

ることで，自分の予想を検証し，

より正確な天気の予想ができるよ

うに改善している。 

予想に使用したデータや図などを

用いて，予想するまでの思考の過

程をふり返ることができるよう助

言・指導する。 

8 

第 5 節 気象現象がもたらすめぐみと災害 

・「レッツ スタート！」雨がもたらすめぐみや災害につ

いて考え，話し合う。 

・「？課題」気象現象によって，どのようなめぐみや災

害がもたらされるのだろうか。 

 

222～

223 
態  課 

気象現象と日常生活とのつながり

について課題をもち，雨がもたら

すめぐみや災害に関する事物や現

象を進んで調べ，科学的に探究し

ようとしている。 

 ［発言分析・行動観察］ 

気象現象がもたらすめぐみや災害

にはどのようなものがあり，どの

ような特徴があるかを明らかにす

るための具体的な課題を設定し，

解決に向けてねばり強くとり組ん

でいる。 

気象現象によって，どのような災

害が起こるのかを明らかにするた

めに，必要となる情報や資料を集

めることができるよう助言・指導

する。 

9 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

 
223～

225 
思 〇 人 

水がもたらすめぐみと災害につい

て，多面的，総合的にとらえ，自

然と人間とのかかわり方について

自分の考えを表現している。 

 ［発言分析・記述分析］ 

水がもたらすめぐみや災害につい

て，多面的，総合的にとらえ，日

常生活や社会とのつながりと関連

づけながら，自然と人間とのかか

わり方について，自分の考えを表

現している。 

気象災害については，被害が発生

する前に天気予報やニュース報道

などを用いて的確に情報を収集

し，それを分析することによっ

て，科学的な根拠にもとづいて，

災害の危険について判断できるよ

う助言・指導する。 

10 

単元３のまとめを行い、学習を振り返る。 

単元テストの実施。ポートフォリオのまとめ。 

 態 ○ 自 

これまでの学習を理解し、進んで

学ぼうとしている 

［行動観察・記述分析］ 

物質のなり立ちに関する事物・現

象に進んでかかわり，科学的に探

究しようとする態度を養うととも

に，自然を総合的に見ることがで

きている。 

今まで行ってきた学習の振り返り

を行い、理解度を確認し学習内容

が定着していない所を指導・助言

する。 
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【単元 4】第 1章 静電気と放電 （教科書 P.237～248） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・静電気性質および静電気と電流には関係があること，それらの観察，実験などに関する技能を身

につける。また，静電気と放電を関連させ，放射線の性質と利用について理解する。（知識・技

能） 

・静電気や放電に関する経験から課題を見いだし，見通しをもって観察，実験などを行い，静電気

の性質や放電について規則性や関係性を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・静電気に関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度を養う。また，静

電気と放電を関連させ，放射線についてもその性質と利用について関心をもつことができるよう

にする。（主体的に学習に取り組む態度） 

静電気と電流に関する事物・現

象を日常生活や社会と関連づけ

ながら，静電気と電流の性質に

ついての基本的な概念や原理・

法則などを理解しているととも

に，科学的に探究するために必

要な観察，実験などに関する基

本操作や記録などの基本的な技

能を身につけている。 

静電気と電流について，問題

を見いだし見通しをもって観

察，実験などを行い，静電気

と電流の性質や規則性を見い

だして表現しているなど，科

学的に探究している。 

静電気と電流に関する事物・現

象に進んでかかわり，見通しを

もったりふり返ったりするな

ど，科学的に探究しようとして

いる。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キ

教 
評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験を

もとに自分の考えを記述し，話し合う。ポートフォリ

オの実施。 

第 1 節 静電気と放電 

・「レッツ スタート！」P.238 図 1 をもとに，身近な静

電気の現象について話し合う。 

・第 1 学年で学んだ電気を通す物，通さない物とは関係

なく，物が電気をもつことを確認する。 

 

 

237～

239 
知 〇 キ 

日常生活のなかでの静電気につい

てのたがいの経験を出し合い，静

電気が起こる条件に気づき，説明

している。 

［発言分析・記述分析］ 

こすれ合う，乾燥している，引き

合ったりはなれ合ったりするな

ど，日常生活のなかでの静電気に

ついてのたがいの経験を出し合

い，静電気が起こる条件に気づ

き，適切に説明している。 

日常生活のなかでの静電気につい

てのほかの生徒の発言に，静電気

が起こる条件がふくまれているこ

とを確認するよう助言・指導す

る。 

2 

【実験 1】静電気の性質 

・実験 1 を行い，物体どうしが引き合ったりはなれ合っ

たりする場合を調べる。 

・電気をもったものの間には引力や斥力がはたらくこと

を確かめる。 

239 思 〇 課 

静電気の性質を調べる実験を行

い，引き合う場合とはなれ合う場

合について気づき，まとめてい

る。 

［行動観察・記述分析］ 

静電気の性質を調べる実験を適切

に行い，引き合う場合とはなれ合

う場合について見いだし，適切に

表現している。 

静電気の性質を調べる実験につい

て，引き合う場合とはなれ合う場

合を確認させ，自分の考えを表現

できるよう助言・指導する。 

3 

・P.240 図 1，図 2 を参考に，電気には 2 種類あり，そ

れぞれ＋，－とすること，同符号どうしには斥力，異

符号どうしには引力がはたらくことを確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 
240～

241 
思  人 

電気に 2 種類の性質があるのは，

－の電気の移動が静電気力の原因

であることを知り，このことによ

って＋と－ができ，引き合ったり

はなれ合ったりすることを表現し

ている。 

［発言分析・記述分析］ 

電気の性質について，－の電気の

移動が静電気力の原因であり，引

き合ったりはなれ合ったりするこ

とを見いだし，適切に表現してい

る。 

電気の性質について，－の電気の

移動が静電気力の原因であり，引

き合ったりはなれ合ったりするこ

とを確認させ，自分の考えを表現

できるよう助言・指導する。 
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時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キ

教 
評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

4 

第 2 節 電流の正体 

・「レッツ スタート！」放電が一瞬で起こることを確認

する。 

・「？課題」電流は，何が流れているものなのだろう

か。 

・真空放電を観察し，放電についての説明を聞く。 

 

242～

243 
知  自 

自然現象や真空放電の観察から，

放電が起こる条件が高電圧である

こと，真空に近い状態であること

を理解している。 

［発言分析・記述分析］ 

自然現象や真空放電の観察から，

放電が起こる条件が高電圧である

こと，真空に近い状態であること

などを理解し，適切に説明してい

る。 

自然現象や真空放電の観察から，

放電が起こる条件は高電圧である

こと，真空に近い状態であること

などを確認させ，自分の考えを説

明できるよう助言・指導する。 

5 

・陰極線を観察し，陰極線と電子について説明を聞く。 

・「予想しよう」電流は電子の流れであることにつなげ

る話し合いをする。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「ここがポイント」電流と電子の流れの向きが逆であ

ることを確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

244～

245 
思 〇 課 

電流は＋から－に流れるものをお

さえたうえで，電流の正体である

陰極線は－から＋に流れる電子の

流れであることを見いだし，区別

して表現している。 

［発言分析・記述分析］ 

陰極線の観察から，陰極線は－か

ら＋に流れていることに気づいた

うえで，科学の進歩の歴史的経緯

もおさえて，電流は＋から－に流

れるものとして理解し，電子の移

動と電流の向きを区別して適切に

表現している。 

陰極線は－から＋に流れているこ

とを確認させる。そのうえで電流

のとりあつかい上，電流は＋から

－に流れるものとしておさえ，電

流の正体は－から＋に流れる電子

の流れであることと区別して考え

るよう助言・指導する。 

6 

第 3 節 放射線の性質と利用 

・「レッツ スタート！」身のまわりには放射線が利用さ

れているものがあり，放射線には複数の種類があるこ

とを確認する。 

・「？課題」放射線には，どのような性質があり，どの

ように利用されているだろうか。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 
 

246～

248 
態 〇 キ 

放射線の存在を知り，その性質と

利用について，まとめようとして

いる。 

［発言分析・行動観察］ 

放射線の存在を知り，その性質と

利用について，話し合いながらね

ばり強くまとめようとしている。 

放射線の存在を知り，その性質と

利用について例をあげて確認し，

まとめられるよう助言・指導す

る。 

7 

章テストの実施 

 

ポートフォリオのまとめ 

 
知 

思 
○ 

 

章テストの点数を成績に入れる。 
観点別で８割取ることができてい

るか。 

振り返りの時間を設定し、その生

徒へのアプローチを行う。 
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【単元 4】第 2章 電流の性質 （教科書 P.249～272） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・電気に関する観察，実験を通じて，回路の各点に流れる電流や，各部分の電圧について調べる技

能を身につけるとともに，電流，電圧のはたらきを理解する。（知識・技能） 

・電気に関する観察，実験を見通しをもって行い，電流と電圧に関する規則性や関係性を見いだし

て表現する。（思考・判断・表現） 

・電気に関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度を養うとともに，日

常生活と関連づけて考察できるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

電流に関する事物・現象を日常

生活や社会と関連づけながら，

回路 と電流・電圧，電流・電圧

と抵抗， 電気とそのエネルギー

についての基本的な概念や 原

理・法則などを理解していると

ともに，科学的に探究するため

に必要な実験などに関する基本

操作や記録などの基本的な技能

を身につけている。 

電流に関する現象について，

見通しをもって解決する方法

を立案して実験などを行い，

その 結果を分析して解釈し，

電流のはたらきを理解して，

電流と電圧の規則性や関係性

を見いだして表現しているな

ど，科学的に探究している。 

電流に関する事物・現象に進ん

でかかわり，見通しをもったり

ふり返ったりするなど，科学的

に 探究しようとしている。 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キ

教 
評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への指導の手立

て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験

をもとに自分の考えを記述し，話し合う。ポートフ

ォリオの実施。 

第 1 節 電気の利用 

・「レッツ スタート！」電球 2 個，乾電池 2 個と導線

を準備して，さまざまなつなぎ方を考えてノートに

かき出し，発表する。 

・P.250「これまでに学んだこと」を参考に，乾電池

のつなぎ方を確認する。 

 

249～

251 
知  課 

豆電球と乾電池と導線をどのよう

につないだらよいかについて考

え，ノートにかき出す活動を通じ

て，さまざまなつなぎ方があるこ

とに気づき，異なる回路や同じ回

路について整理し，説明してい

る。 

［発言分析・記述分析］ 

回路を複数かいたり，つないだり

することができ，異なる回路と同

じ回路を区別して説明している。 

回路を正しくかいたり，つないだ

りできない場合には，ほかの生徒

の発表などを聞いて，考え方を学

ばせ，再度，回路をかいたり，つ

ないだりする活動を行うよう助

言・指導する。 

2 

・「課題に対する自分の考えは？」P.252 図 1 を参考

にして，豆電球 2 個を使って，直列回路や並列回路

を組み立て，豆電球の明るさや，豆電球を 1 つ外し

たらどうなるか予想して，それぞれ確認する。 

・P.252表 1をもとに，電気用図記号や回路図について

確認する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

 

251～

253 
知  キ 

豆電球 2 個で，直列回路と並列回

路をそれぞれ組み立てることがで

き，明るさのちがいや，豆電球を1

つ外したらどうなるかについて調

べ，説明している。 

［行動観察・記述分析］ 

豆電球 2 個の直列回路と並列回路

を理解しており，明るさのちがい

や豆電球を 1 つ外した場合につい

て調べ，回路図で適切に説明して

いる。 

回路を正しく組み立てられていな

い場合は，電球を外す，または電

池を入れていない状態において，

回路を生徒に再度組ませてみて，

どの理解の段階にあるかを見極め

て助言・指導する。 

3 

第 2 節 回路に流れる電流 

・「レッツ スタート！」豆電球 1 個の回路で，豆電球

の前後の電流値を測定し，ちがいがないことを話し

合い，確かめる。 

・「基礎操作」電流計の使い方を確認する。 

・電流の単位はアンペア（記号 A）であることの説明

を聞く。 

・「？課題」 直列回路と並列回路の各点を流れる電流

の大きさは，どのようになるだろうか。 

254～

255 
態  人 

豆電球 1 個の回路で，豆電球の前

後での電流値を測定し，その結果

をもとに，直列回路と並列回路の

各点を流れる電流について予想

し，その理由を考えようとしてい

る。 

［発言分析・行動観察］ 

直列回路と並列回路の各点を流れ

る電流値について，話し合いなが

らねばり強く考えようとしてい

る。 

豆電球の前後の電流値が異なる予

想をしている場合は，その理由を

たずね，どのような考え方をして

いるかを把握して，「レッツ スタ

ート！」の結果のふり返りをさせ

るなど助言・指導する。 



33 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キ

教 
評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への指導の手立

て 

4 

【実験 2】直列回路と並列回路を流れる電流 

・実験 2 を行い，抵抗器 2 個を用いた直列回路，並列

回路の各点の電流値を測定し，各点の電流値の関係

性を調べる。 

・「モデルを使って考えよう」回路の中で電流は分か

れたり合流したりするが，増えたり減ったりするこ

とはないことを確認する。 

。 

255～

257 
思 ○ 自 

直列回路と並列回路の各点を流れ

る電流値を測定して，その関係性

を見いだしている。 

［行動観察・記述分析］ 

直列回路と並列回路の各点を流れ

る電流値を測定して，その関係性

を見いだし，適切に表現してい

る。 

直列回路と並列回路の各点を流れ

る電流値を測定したうえで，その

関係性を見いだせていない場合

は，測定値のふり返りをさせた

り，どのような関係性を見いだせ

るか，再度考察させたりするなど

助言・指導する。 

5 

第 3 節 回路に加わる電圧 

・「レッツ スタート！」P.258 図 1 をもとに乾電池の

はたらきについて考え，乾電池が 1 個の場合と 2 個

直列につないだ場合の，豆電球の明るさについて話

し合う。また，乾電池に書いてある「1.5V」が回路

に電流を流そうとするはたらきの電圧を表している

ことを確認する。 

 

258～

259 
知  課 

電圧計の使い方を理解して，直列

回路と並列回路の電圧の値を調

べ，記録している。 

［発言分析・記述分析］ 

電圧計の使い方を理解し，直列回

路，並列回路の電圧値を予想した

うえで，豆電球 1 個と乾電池 1 個

を使って，回路の中で電圧がどの

ように変化するか調べ，結果をも

とにその理由を説明している。 

電圧計の使い方の理解が不十分な

場合は，基礎操作の内容を再読さ

せるなど助言・指導する。 

6 

【実験 3】直列回路と並列回路に加わる電圧 

・実験 3 を行い，抵抗器 2 個を用いた直列回路，並列

回路の各区間の電圧値を測定し，各区間の電圧値の

関係性を調べる。 
259 態 ○ 人 

直列回路と並列回路の各区間の電

圧を測定して，その関係性につい

て考えようとしている。 

［行動観察・記述分析］ 

直列回路と並列回路の各区間の電

圧を測定して，その関係性を見い

だすために話し合いながらねばり

強く考えようとしている。 

直列回路と並列回路の各区間の電

圧を測定したうえで，その関係性

を見いだせていない場合は，測定

値のふり返りをさせたり，どのよ

うな関係性を見いだせるか，再度

考察させたりするなど助言する。 

7 

・「モデルを使って考えよう」水流モデルを用いて，

抵抗の直列回路と並列回路における電圧の関係を理

解する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えを

まとめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「確認」の回路図に加わる電圧の大きさを求める。 

260～

261 
知  自 

抵抗の直列回路と並列回路のそれ

ぞれの回路図と，水流モデルの対

応関係を理解している。 

［発言分析・記述分析］ 

水流モデルを用いて抵抗の直列回

路と並列回路におけるそれぞれの

電圧の関係を見いだし，電圧は水

流モデルの高低差に相当すること

と関連させて，適切に説明してい

る。 

抵抗の直列回路と並列回路におけ

るそれぞれの電圧の関係を，水流

モデルと関連させて理解できてい

ない場合は，どのように考えてい

るかを問い，必要な助言・指導を

行う。 

8 

第 4 節 電圧と電流と抵抗 

・「レッツ スタート！」抵抗器や電熱線に流れる電流

と電圧を調べる。 

・「？課題」回路に加える電圧と流れる電流の大きさ

には，どのような関係があるだろうか。 

【実験 4】電圧と電流の関係 

・実験 4 を行い，抵抗器に加える電圧を変化させたと

きの電流の大きさを調べ，結果をグラフにかく。 

262～

263 
思 ○ キ 

電圧と電流の関係を調べる実験を

見通しをもって行い，その結果を

記録して，関係性を見いだして表

現している。 

［行動観察・記述分析］ 

電圧と電流の関係性を調べる実験

計画を立てている。その際，変化

させる量，変化させない量とそれ

にともなって変化する量を明確に

し，見通しをもって実験を行って

いる。また，その結果を正しく記

録し，電圧と電流の関係性を見い

だし，適切に表現している。 

実験への見通しが立っていない場

合は，何を変化させて，何を測定

しようとしているかを問い，状況

を整理させるなど助言・指導す

る。 

9 

・「考察しよう」実験の結果から，電圧と電流の規則

性を見いだし，電流は電圧に比例するという結論を

得る。 

・実験結果を電圧を表す式に変形し，その傾きが 1 A

の電流を流すために必要な電圧であることを確認す

る。その値を抵抗といい，電流の流れにくさを表す

数値であることを理解する。 

264～

265 
思  課 

実験結果から，電圧と電流が比例

関係にあることを見いだしてい

る。 

［発言分析・記述分析］ 

実験結果から，電圧と電流が比例

関係にあることを見いだしている

とともに，実験結果から得られた

電流を表す式を電圧を表す式に変

形して，V＝RI の関係を見いだ

し，抵抗が電流の流れにくさを表

す量だと適切に表現している。 

電圧を表す式への変形ができない

場合は，グラフの縦軸と横軸を入

れかえさせ，入れかえた後のグラ

フの形がどうなっているかについ

て考えさせたりするなど助言・指

導する。 
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時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キ

教 
評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への指導の手立

て 

10 

・「ここがポイント」オームの法則の関係式を理解

し，具体的な計算を行う。 

・「例題」の考え方を参考にして，「練習」，「確

認」を行う。「練習」，「確認」については，これ

までの実験 2，実験 3 がつながりのあるものであっ

たことを考える。 

265 知 ○ キ 

具体的な計算を行うことを通し

て，オームの法則の関係式を理解

している。  

［記述分析・ペーパーテスト］ 

オームの法則の関係式を理解し

て，具体的な計算を行い，正しい

結果と必要な単位について説明し

ている。 

オームの法則において，3 つの量

（抵抗，電圧，電流）を正しく理

解できていないときは教科書を再

読させ，計算結果に単位をつけて

考えるよう助言・指導する。 

11 

・「結果を整理しよう」直列回路においては全体の抵

抗値は和になること，並列回路においては全体の抵

抗値は各抵抗値よりも小さくなることを実験 2，実

験 3 の具体的な数値でそれぞれ確認し，その理由を

考える。 

・導体，不導体について，説明を聞く。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

266～

267 
思  自 

抵抗の直列回路と並列回路におい

て，抵抗値の関係性を見いだして

いる。 

［発言分析・記述分析］ 

2つの抵抗の直列回路における全体

の抵抗値と，それぞれの抵抗値の

関係性を見いだし，並列回路にお

ける全体の抵抗値が，それぞれの

抵抗値よりも小さいことを適切に

表現している。 

抵抗値の関係性を見いだすことが

できない場合は，それぞれの抵抗

値と全体の抵抗値には，どのよう

な関係がありそうかなど，再度，

注目すべき点を明確にさせるため

の助言・指導を行う。 

12 

第 5 節 電気エネルギー 

・「レッツ スタート！」教室や理科室にある電気製品

のワット数を調べる。 

・「ここがポイント」電力の定義と単位について説明

を聞く。 

・電圧，電流が大きくなると，電気のはたらきが大き

くなることを理解する。 

・「？課題」電熱線に電流を流したときに発生する熱

の量は，どのような場合に大きくなるだろうか。 

268 知  課 

身のまわりの電気製品の消費電力

を調べ，記録している。また，電

力の定義と単位を理解している。 

［発言分析・記述分析］ 

電力の定義をおさえたうえで，電

圧と電流が大きくなると電力も大

きくなることを理解し，適切に説

明している。 

電力を求める式や電力の単位を理

解していない場合は，教科書を再

読させたり，学習をふり返りをさ

せたりするなど助言・指導する。 

13 

【実験 5】電熱線の発熱と電力の関係 

・実験 5 を行い，電熱線に電流を流したときの，水の

上昇温度を測定する。班ごとに条件を変え，電力と

発熱量の関係，電流を流す時間と発熱量の関係など

を調べる。 

・「考察しよう」電力が電圧×電流になっていること

を確認する。結果が予想と異なった場合は，その理

由を考察して，解決方法を考える。 

269～

270 
思 ○ 人 

電力と上昇温度などの関係につい

て調べて考察を行い，得られた結

論を表現している。 

［行動観察・記述分析］ 

電力と上昇温度の関係を実験結果

から見いだし，適切に表現してい

る。異なる考えが出た場合，自分

やほかの生徒の考えを十分に検討

して改善し，適切に表現してい

る。 

実験結果から，適切な結論が得ら

れない場合は，実験の方法や注意

点についてふり返りをさせ，必要

に応じて，再度，実験を行わせる

など助言・指導する。 

14 

・「ここがポイント」電力と電力量についての説明を

聞き，電力量を求める式を確認する。 

・「どこでも科学」電気料金の請求書から，各家庭で

どのくらいの電力量を消費しているのか調べる。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えを

まとめ，確認する。 

 

270～

272 
態 〇 自 

適切な単位を用いて電力量を表す

ことができるように考えようとし

ている。 

［発言分析・記述分析］ 

電力量を求める式と，電力量の単

位について理解し，電気料金がど

のような考え方で算出されるかに

ついて，話し合いながねばり強く

考えようとしている。 

電力と電力量のちがいがわかって

いない場合は，教科書を再読させ

るなどのふり返りをさせ，それぞ

れの定義のちがいを明確にさせ

る。電気料金を考える場合は，同

じ電気製品でも，使った時間が影

響をあたえることなどを伝える。 

15 

章テストの実施 

 

ポートフォリオのまとめ 
 

知 

思 
○ 

 

章テストの点数を成績に入れる。 
観点別で８割取ることができてい

るか。 

振り返りの時間を設定し、その生

徒へのアプローチを行う。 
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【単元 4】第 3章 電流と磁界 （教科書 P.273～289） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・磁界と磁力線との関係，電流の磁気作用に関する基本的な概念を観察，実験を通して理解すると

ともに，それらの観察，実験の技能を身につける。（知識・技能） 

・電流と磁界に関する観察，実験を見通しをもって行い，実験結果を分析して解釈し，電流と磁界

の規則性や関係性を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・電流と磁界に関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度を養うととも

に，自然を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

電流と磁界に関する事物・現象

を日常生活や社会と関連づけな

がら，磁界と磁力線との関係，

電流の磁気作用に関する基本的

な概念を観察，実験を通して理

解しているとともに，科学的に

探究するために必要な基礎操作

や記録などの基本的な技能を身

につけている。 

電流と磁力線との関係，電流

の磁気作用について見通しを

もって観察，実験などを行

い，実験結果を分析して解釈

し，電流と磁界の関係性を見

いだして表現するなど，科学

的に探究している。 

電流と磁界に関する事物・現象

に進んでかかわり，見通しをも

ったりふり返ったりするなど，

科学的に探究しようとしてい

る。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キ教 
評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への指導の手立

て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験を

もとに自分の考えを記述し，話し合う。ポートフォリ

オの実施。 

第 1 節 電流がつくる磁界 

・「レッツ スタート！」磁石がつくる磁界を調べる。 

・小学校で電磁石をつくったことを確認する。 

・磁界や磁力線について説明を聞き，P.274 図 1，図 2

をもとに，磁界の向きや磁力線について理解する。 

・「？課題」コイルのまわりの磁界のようすは，どのよ

うになっているだろうか。 

273～

274 
知  

課 

磁石や電磁石について，これまで

に学んだことや生活経験をもとに

自分の考えを表現している。 

［発言分析・記述分析］ 

磁界や磁力線が表していることを

正しく理解し，説明している。 

磁石や電磁石について，これまで

に学んだことや生活経験について

ほかの生徒の発言を参考にしなが

ら，磁界や磁力線がはたらいてい

るようすを写真や図で確認させ，

表していることを正しく理解でき

るよう助言・指導する。 

2 

【実験 6】コイルを流れる電流がつくる磁界 

・実験 6 を行い，コイルがつくる磁界を観察し，電流に

よる磁界のでき方について調べる。 
275 知 〇 

キ コイルがつくる磁界の観察を正し

く行い，電流による磁界のでき方

を記録している。 

［行動分析・記述分析］ 

コイルがつくる磁界の観察を正し

く行い，電流による磁界のでき方

を記録して，適切に説明してい

る。 

コイルがつくる磁界の観察方法を

確認し，電流による磁界のでき方

を記録できるよう助言・指導す

る。 

3 

・実験結果から，電流の向きと磁界の向きの関係をまと

め，右手の法則（右ねじの法則）を見いだす。 

・P.276 図 1 を参考にして，コイルのまわりやコイルの

内部の磁界についての説明を聞く。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・ 

276～

277 
思 〇 

人 

実験結果から，電流の向きと磁界

の向きの関係をまとめ，右手の法

則（右ねじの法則）を見いだして

いる。 

［発言分析・記述分析］ 

実験結果から，電流の向きと磁界

の向きの関係をまとめ，右手の法

則（右ねじの法則）を見いだして

適切に表現している。また，コイ

ルがつくる磁界を強くする方法に

ついて，自分の考えを適切に表現

している。 

実験結果をふり返りながら電流の

向きと磁界の向きの関係を確認

し，コイルがつくる磁界を強くす

る方法について，実験をふり返る

ことで考えを表現できるよう助

言・指導する。 
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4 

第 2 節 モーターのしくみ 

・モーターの中にコイルと磁石が入っていることと，回

転部が金属板に接触している部分（整流子とブラシ）

があることを見つける。 

・「？課題」磁界の中に入れたコイルに電流を流すと，

コイルはどうなるだろうか。 

 

278 知  

自 

磁界の中のコイルに電流を流す

と，コイルはどうなるか観察し

て，磁界の向き，電流の向き，力

を受ける向きを記録している。 

［行動分析・記述分析］ 

モーターの中にコイルと磁石が入

っていることと，回転部が金属板

に接触している部分(整流子とブ

ラシ)があることに気づき，磁界

の向き，電流の向き，力を受ける

向きを記録して，適切に表現して

いる。 

モーターの中にコイルと磁石が入

っていることと，回転部が金属板

に接触している部分(整流子とブ

ラシ)があることを見つけられる

よう助言する。また，磁界の向

き，電流の向き，力を受ける向き

を確認して記録できるよう助言・

指導する。 

5 

【実験 7】磁界の中で電流を流したコイルのようす 

・実験 7 を行い，磁界の中においた導線に電流を流すと

どうなるか調べる。 

・磁界の向き，電流の向き，力を受ける向きを確認し，

それぞれの大きさについて考える。 

279 知 〇 

課 磁界の中においた導線に電流を流

すとどうなるか観察して，磁界の

向き，電流の向き，力を受ける向

きを記録している。 

［行動分析・記述分析］ 

磁界の中においた導線に電流を流

すとどうなるか観察して，磁界の

向き，電流の向き，力を受ける向

きを正しく記録し，適切に説明し

ている。 

磁界の中においた導線に電流を流

すとどうなるか，磁界の向き，電

流の向き，力を受ける向きを確認

して記録できるよう助言・指導す

る。 

6 

・実験結果から，磁界の向き，電流の向き，力の向きの

関係をまとめる。 

・磁界の向き，電流の向き，力の向きの関係を利用し

て，連続的に回転するように力をはたらかせるため

に，整流子とブラシを使って電流の向きを変えている

ことについての説明を聞く。 

 

280～

281 
思 〇 

キ 

コイルを流れる電流の向きと磁界

の向きに関する実験結果をもと

に，磁界の向き，電流の向き，力

の向きの関係を見いだしている。 

［発言分析・記述分析］ 

モーターについて，連続的に回転

するように力をはたらかせるため

に，磁界の向き，電流の向き，力

の向きの関係を利用して，整流子

とブラシを使って電流の向きを変

えていることを見いだして，適切

に表現している。 

磁界の向き，電流の向き，力の向

きの関係を適切に表現できるよう

助言する。また，磁界の向き，電

流の向き，力の向きの関係を利用

して連続的にモーターが回転する

ように力をはたらかせるために，

整流子とブラシを使って電流の向

きを変えていることに気づけるよ

う助言・指導する。 

7 

第 3 節 発電機のしくみ 

・「レッツ スタート！」P.282 図 1 を参考に，発電機と

モーターの共通点や相違点について考える。 

・「？課題」コイルと磁石で電流をつくり出すには，ど

のようにすればよいだろうか。 

 

282 思  

人 モーターを回せば電流をつくり出

すことができることから，磁界の

中で力をはたらかせると電流が発

生するのではないかと推測してい

る。  

［発言分析・記述分析］ 

磁界の中でコイルを動かしたとき

に，電流が発生するのではないか

と推測しているとともに，その調

べ方について自分の考えを適切に

表現している。 

モーターを回せば電流をつくり出

すことができることなどを確認さ

せて，磁界の中で力をはたらかせ

ると電流が発生するのではないか

と推測できるよう助言・指導す

る。 

8 

【実験 8】コイルと磁石による電流の発生 

・「基礎操作」検流計の使い方を確認する。 

・実験 8 を行い，コイルに棒磁石を出し入れすること

で，電流が流れるか調べる。また，電流を大きくする

にはどうしたらよいか調べる。 

283 知 〇 

課 コイルに棒磁石を出し入れするこ

とで，電流が流れることや，その

電流を大きくする方法について調

べ，記録している。 

［行動分析・記述分析］ 

コイルに棒磁石を出し入れするこ

とで，電流が流れることや，その

電流を大きくする方法について調

べ，適切に記録し，説明してい

る。 

コイルに棒磁石を出し入れするこ

とで，電流が流れることを確認さ

せ，その電流を大きくする方法を

考えられるよう助言・指導する。 

9 

・実験結果から，磁界の中でコイルを近づけたり遠ざけ

たりすると，向きが交互に変わる電流が発生すること

を確認する。 

・電磁誘導について説明を聞き，電磁誘導を利用したも

ののしくみを理解する。 

・磁界の中で力をはたらかせて電流を発生させることを

電磁誘導といい，この電流を誘導電流ということを知

り，磁石とコイルが近づくときとはなれるときでは，

電流の向きが変わることを確認する。 

284～

285 
思 〇 

人 

電磁誘導と誘導電流について理解

し，磁石とコイルが近づくときと

はなれるときでは，電流の向きが

変わることを見いだしている。 

［発言分析・記述分析］ 

電磁誘導と誘導電流について正し

く理解し，磁石とコイルが近づく

ときとはなれるときでは，電流の

向きが変わることを見いだし，そ

れらの関係を適切に表現してい

る。 

電磁誘導と誘導電流の説明を再度

行うなど，磁石とコイルが近づく

ときとはなれるときでは電流の向

きが変わることを確認させ，それ

らの関係を表現できるよう助言・

指導する。 

10 

第 4 節 直流と交流 

・「レッツ スタート！」乾電池から得られる電流と，

家庭用のコンセントから得られる電流のちがいを考

え，話し合う。 

286～

287 
思  

キ 直流と交流のちがいについて実験

を行い，交流は電流の向きが連続

的に交互に変化している電流であ

ることを見いだしている。 

磁石とコイルが近づくときとはな

れるときでは電流の向きが変わる

ことなどから，交流は電流の向き

が連続的に交互に変化している電

発光ダイオードを直流，交流それ

ぞれの電源につないだときの点灯

のようすのちがいを確認させ，こ

れらの電流は交流という電流の向



37 

・「？課題」乾電池の電流とコンセントの電流は，どの

ようにちがうのだろうか。 

 

［発言分析・記述分析］ 流であることを見いだして表現し

ている。 

きが連続的に交互に変化している

電流であることを表現できるよう

助言・指導する。 

11 

・送電のしくみや，発電所から家庭に電気が届くまでの

説明を聞く。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

288 知 〇 

課 
家庭には交流で送電されていて，

周波数が 50Hz 地域と 60Hz 地域

があることを理解している。 

［発言分析・記述分析］ 

家庭には交流で送電されていて，

周波数が 50Hz 地域と 60Hz 地域

があることを理解している。ま

た，交流の利点について適切に説

明している。 

送電のしくみや発電所から家庭に

電気が届くまでをおさえて，交流

の利点を説明するなど助言・指導

する。 

12 

・発電方法や節電など，電気エネルギーの未来について

話し合う。 

・これまでに学習したことをふり返り，長距離送電の際

の抵抗や同じ電力を送る際の高電圧と低電圧のちがい

などを考える。 

 

288～

289 
態 〇 

課 これまでに学習したことをふり

返り，長距離送電の際の抵抗や

同じ電力を送る際の高電圧と低

電圧のちがいなどについて，考

えようとしている。 

［発言分析・行動観察］ 

発電方法や節電などをおさえたう

えで，長距離送電の際の抵抗や同

じ電力を送る際の高電圧と低電圧

のちがいなどについて，話し合い

ながらねばり強く考えようとして

いる。 

ほかの生徒の意見を参考にして，

自分の考えがもてるように，これ

までに学習したことをふり返り，

送電の具体的な例を参考にして考

えることができるよう助言・指導

する。 

13 

単元４のまとめを行い、学習を振り返る。 

単元テストの実施。ポートフォリオのまとめ。 

 態 ○ 自 

これまでの学習を理解し、進んで

学ぼうとしている 

［行動観察・記述分析］ 

物質のなり立ちに関する事物・現

象に進んでかかわり，科学的に探

究しようとする態度を養うととも

に，自然を総合的に見ることがで

きている。 

今まで行ってきた学習の振り返り

を行い、理解度を確認し学習内容

が定着していない所を指導・助言

する。 

 

 


